
〈
研
究
ノ
l
ト
〉

『
イ
ギ
リ
ス
綿
業
報
告
』
を
と
お
し
て
見
た
一
九
三

O
年
前
後
の

イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
実
情
と
日
本
の
競
争

泉

武

夫

本
稿
は

句
。
F
H、
ロ
ロ
〉
戸
〉
Z
口
開
口
o
z。
冨
円
【
U
M
M
F〉
2
2
H
Zの
H
Z
U
C
ω
叶
何
回
目
wω

の
m
o
d－MEMN何回
M
O
m叶

O
Z
、
『
回
開

回同州回、口
ω出
口
。
叶
叶
O
z
－－
LUCω
、『同
NJ円
’
〉
ロ
吉

4
2
a
m白昨日
0
ロ
O
同
岳
由
宮
－
mm叩ロ丹

a
g
n吉
岡
冊
。
同
丹
F
H
O

宮
内
吉
国
神
同
可
白
ロ
仏
官
0

・

同Mog－胡同
2
5
2
m
g広三
F
O
ロ

4司
王
同
名

mnu－
S
F
H
g
s
E
n
o
g官
民
巴
話
冊
目

n－g
n
u『

E
4
3
H
E
S白
H
E
S－
－
同
ロ
ロ
冊
忌
ωι
・

ハ
l
）

H
S
H
E丹市円四』
g
g
ミ
呂
ω日
（
以
下
、
『
P
E
P報
告
』
）
の
紹
介
を
通
じ
て
、
日
英
綿
業
の
世
界
市
場
に
お
け
る
角
逐
と
、
そ
れ
に

か
か
わ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
構
造
的
特
質
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
P
E
P報
告
』
の
意
義
は
次
の
事
実
に
よ
っ
て

自
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、

イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
港
大
な
過
剰
設
備
を
か
か
え
て
、
そ
れ
の
廃
棄
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
第

と

中
国
の
綿
業
が
イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
対
抗
し
て
発
展
し
て
い
る
下

ハ
2〉

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
綿
布
輸
出
高
が
日
本
か
ら
の
輸
出
高
に
よ
っ
て
促
迫
・
凌
駕
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
。
第
四
に
、
こ
う
し
た
こ
と

第
三
に
、

そ
れ
と
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

も
っ
と
も
決
定
的
な
こ
と
が
あ
る
が
、

一
九
三

O
年
の
爆
発
的
な
失
業
率
の
以
後
も
、

高
い
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ

二
に
、

イ
ン
ド
、
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の
た
め
に
、

イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
緊
急
の
対
策
を
実
施
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
。

ま
さ

う
し
た
時
期

E司

p 
E 
p 
報
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告
』
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
決
定
的
な
時
期
に
の
ぞ
み
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
、
中
園
、
特
に
日
本
か
ら

イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う

の
促
迫
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
．
た
の
か
、

な
方
法
で
難
局
を
切
り
ぬ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
を
知
る
好
個
の
材
料
を
同
報
告
は
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

『

P
E
P報
告
』
の
目
次
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

序
文

第
I
部

第
(2) (1) I[ 

部

調
査

不
況
の
程
度

不
況
の
原
因

ω
市
場

(7) (6) (5) (4) 

原
棉
の
購
入

紡
績

織
布

方日
工

(8) 

マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ

(9) 

設労
備働

。。



『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス綿業

第
(2) (1> m帥

部

再
編
成

研
究

原
棉

各
部
門
内
の
合
同

第

N
部

垂
直
的
協
業
と
中
央
の
調
整

他
国
に
お
け
る
綿
業

ハ
3
V

み
ら
れ
る
よ
う
に
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
網
羅
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
第
E
部
の
「
調
査
」
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
な
お
、

E

煩
積
な
た
め
ペ
ー
ジ
数
を
い
ち
い
ち
記
す
こ
と
は
割
愛
す
る
。

II 
イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
、
戦
後
、
戦
前
能
力
の
七

O
M前
後
で
操
業
し
て
き
た
が
、
最
悪
の
年
で
あ
る
＝
二
年
に

は
五
三
%
に
落
ち
こ
む
。
不
況
は
エ
ジ
プ
ト
棉
区
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
棉
区
で
激
し
い
。
即
ち
、
二
四
年
の
エ
ジ
プ
ト
、
ス

l
ダ
ン
か

、．，
唱

A，，目、

不
況
の
程
度

ら
の
棉
花
輸
入
は
一
九

O
九
｜
一
三
年
平
均
の
九
一
%
で
、

エ
ジ
プ
ト
棉
区
は
二
八
年
ま
で
比
較
的
繁
栄
し
て
い
る
。
他
方
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
棉
花
輸
入
は
二
四
年
に
は
戦
前
平
均
の
五
五
・
六
克
に
す
ぎ
ず
、
二
二
年
以
来
ア
メ
リ
カ
棉
区
は
厳
し
い
不
況
を
託
つ

一
九

O
九
l
一
三
年
の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
平
均
棉
花
輸
入
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
そ
れ
の
二
三
%
で
あ
っ

二
四
、
二
八
、
三

O
年
に
そ
れ
ぞ
れ
、
三
八
、
四

O
、
四
四
%
と
変
化
し
て
い
る
。
綿
糸
お
よ
び
綿
布
の
生
産

は
、
対
一
二
年
比
で
、
二
四
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七

0
・
五
、
六
九
・
二
%
、
三

O
年
に
は
五
二
・
て
三
八
・
一
%
と
落
ち
込
み
、

て
い
る
（
表
1
Y
さ
ら
に
、

た
の
に
対
し
て
、
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糸
よ
り
も
綿
布
の
生
産
減
少
が
大
き
い
。
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輸
出
に
つ
い
て
み
る
と
、
綿
糸
輸
出
は
二
四
年
以
前
に
減
少
を
開
始
し
、
三
三
年
に
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は
戦
前
比
三
八
%
の
減
と
な
っ
て
い
る
ハ
後
掲
表
3
Y
綿
布
の
輸
出
は
二
二
年
の
七
、

O
七
五
百
万
長
ヤ
l
ド
か
ら
三
三
年
の
二
、

一
一
六
百
万
長
ヤ
l
ド
へ
減
少
し
て
い
る

（
七
O
%
の
収
縮
〉
。
全
種
類
に
わ
た
っ
て
減
少
し
て
い
る
が
、
最
も
著
し
く
減
少
し
た

の
は
未
晒
品
（
開
店
包
で
、
三
一
二
年
に
は
戦
前
比
一
六
%
に
す
ぎ
な
い
。
全
綿
布
輸
出

・lncludius1hc A”邑·，トF.gyp1i~n Sudan. 

減
の
四
O
M
が
禾
晒
白
聞
の
輸
出
減
の
た
め
で
あ
り
、
暗
口
聞
と
捺
染
品
ハ

Z
g
n
y
a
g島

田

U
H
E
8
3
は
そ
れ
ぞ
れ
二
八
、
二
O
%
を
占
め
て
い
る
。

綿
業
の
純
産
出
高
官
2
0
c
G
E
S
E叩
）
は
三
O
年
に
は
二
四
年
よ
り
も
大
き
く

〈

4
〉

減
少
す
る
一
方
、
原
料
コ
ス
ト
を
含
め
た
生
産
コ
ス
ト
は
相
対
的
に
硬
直
的
で
あ
っ
た

の
で
、
綿
業
の
利
潤
は
大
幅
に
減
少
し
、
ま
た
、
失
業
も
高
水
準
を
保
っ
て
い
お
。

ω
不
況
の
原
因
こ
れ
は
、
川
全
て
の
固
に
影
響
し
た
原
因
と
、
凶
イ
ギ
リ
ス
綿

業
に
の
み
影
響
し
た
原
因
と
の
二
段
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。

的
設
備
の
生
産
能
力
が
最
終
製
品
に
対
す
る
世

界

の

消

費

能

力

よ

り

も

急

速

に

増

加

し

、

価

格

引

き

下

げ
、
操
業
短
縮
を
結
果
し
た
。

全
て
の
国
に
影
響
し
た
原
因

そ
の
結
果
、

激
し
い
競
争
、

一
九
一
O
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
の
世
界
の
紡
機
お

一
三
九
・
六
百
万
錘
、
二
・
五
百
万
台
か
ら
一
七
二
・
六
百
万

錘
、
三
・
二
百
万
台
へ
と
増
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
三
、
二
八
%
増
加
し
て
い
る
。
し

よ
び
織
機
の
増
加
は
、

か
し
、
こ
の
増
加
自
体
は
異
常
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
増
加
は
主
に
東
洋
諸
国
で



な
さ
れ
、
ミ
ュ

l
ル
よ
り
も
リ
ン
グ
が
中
心
を
占
め
、
そ
の
上
、
こ
う
し
た
新
興
国
の
紡
機
は
、
既
成
国
の
一
交
代
に
対
し
て
、
二

交
代
、
三
交
代
で
稼
動
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
一
層
生
産
能
力
の
増
加
と
い
う
印
象
が
強
い
。
帥
戦
後
の
原
棉
価
格
が
大
幅

し
か
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。
原
棉
価
格
は
綿
布
の
総
コ
ス
ト
の
半
分
を
構
成
し
て
い
る
た
め
、
原
棉
価
格
の
変
動
は
製

に
変
動
し
、

『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス綿梁

に品
生（ii）の
産価
とイ格
マギに
I リ反
ケス映
ツ綿し
テ 業
イに生
ン影産
グ響者
のしも
分た商
離原人
が因も
綿損
業 併 ） 失
のイを
檎ギ免
造リれ
とスず
経綿
済業か
的のな
事部り
態門の
の間稼
改お動
善よ資
をび本
不部が
可門綿
能内業
にでか
しのら
た協絞
。業り

（吟ハ出
紡 8 さ
績・8 れ
部 2 る
門さ．こ
の 2 と
再むに
編のな
は欠る
事如
業と
家特

が
職
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
た
こ
と
、
大
量
の
未
請
求
資
本
守
口

g－－
a
g立
g－
）
が
存
在
し
た
こ
と
、
銀
行
が
財
政
的
に
不
健
全
な
企

業
を
支
え
て
い
る
支
柱
を
撤
退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
な
機
能
を
果
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
多
く
の
破
産
会
社
が
、
ひ
ど
い
価
格
で
在
庫
と
生
産
を
清
算
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
た
た
め
、
綿
業
の
困
難
を
増
大
さ
せ
た
。

川
円
織
布
部
門
は
分
裂
的
特
徴
の
た
め
に
市
場
の
収
縮
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
粗
布
（
8
2
8
n－
2
Z）
製
造
業
者
が
上

質
布

2
5
n－0
5
6
製
造
業
者
を
蚕
食
し
、
そ
の
結
果
、
後
者
は
こ
れ
ら
の
移
入
生
産
者
か
ら
の
競
争
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ

れ
た
。
的
生
産
費
が
価
格
に
対
し
て
比
較
的
硬
直
的
で
あ
り
、
賃
金
は
安
定
的
で
あ
っ
た
。
制
高
い
利
子
（
r
k
r
n
o
a
o同

g
oロ
ミ
）

と
綿
業
に
お
け
る
信
用
の
欠
如
の
た
め
、
設
備
を
近
代
化
す
る
た
め
の
資
本
が
殆
ん
ど
調
達
さ
れ
な
か
っ
た
。
付
戦
争
に
よ
る
国
際

貿
易
関
係
の
破
綻
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
競
争
相
手
に
白
か
ら
を
確
立
す
る
機
会
を
与
え
、
重
要
な
顧
客
で
あ
っ
た
諸
国
に
自
国
の
綿

業
を
発
展
さ
せ
る
刺
激
を
与
え
た
。
即
ち
、

日
本
は
従
来
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
の
地
位
が
難
攻
不
落
で
あ
っ
た
市
場
を
蚕
食
す
る
機
会
を

戦
争
で
把
え
、

イ
ン
ド
綿
業
は
巨
大
な
自
由
市
場
で
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
口
聞
に
と
っ
て
代
っ
た
。
加
え
て
、
戦
争
直
後
の
プ
l
ム
、
組
織

的
操
短
、
銀
行
に
よ
る
速
か
な
整
理
強
行
の
失
敗
な
ど
は
こ
れ
ら
の
強
力
な
競
争
者
の
立
場
を
強
化
す
る
一
一
層
の
機
会
を
与
え
た
。

イ
ン
ド
、
中
園
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の
国
々
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ωラ
ン
カ
シ
ャ

i
は
広
汎
な
関
税
増
加
に
直
面
し
た
。

一
三
年
以
来
、



は
関
税
を
増
加
さ
せ
、
或
は
禁
止
的
関
税
を
課
し
た
。
オ
タ
ワ
会
議
で
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
品
に
対
す
る
輸
入
関
税
の
低
下
が
期
待
さ

〈

6）

れ
た
が
、
南
ア
フ
リ
カ
を
除
き
、
カ
ナ
ダ
の
関
税
は
依
然
と
し
て
禁
止
的
水
準
に
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
高
率
を
修
正
せ
ず
、

ハ
7
V

イ
ン
ド
は
綿
布
に
関
す
る
限
り
オ
タ
ワ
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
消
費
国
の
輸
入
関
税
の
周
期
的
課
税
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
不
況
の
主
な
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
例
関
税
障
壁
に
守
ら
れ
た
イ
ン
ド
綿
業
の
発
展
は
日
本
の
綿
業
製
品
を
他
の
市
場
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に
転
換
さ
せ
、

そ
れ
が
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
が
他
国
で
日
本
と
の
厳
し
い
競
争
と
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ωイ
ン
ド
と
中
国
で
の
内
乱
（

n
E
－C2
2
φ

と
反
英
感
情
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
輸
出
貿
易
減
少
の
一
要
因
で
あ

る
。
例
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
主
な
市
場
は
農
業
国
で
あ
る
。
処
が
、
二
九
年
以
来
、
農
産
品
価
格
は
工
業
製
品
価
格
よ
り
相
対
的
に
落

込
ん
で
い
る
た
め
、
農
業
国
へ
の
輸
出
は
工
業
国
へ
の
輸
出
よ
り
も
も
っ
と
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
農
業
国
の
需
要
は
ラ
ン

カ
シ
ャ

l
の
比
較
的
高
級
品
か
ら
他
国
の
低
質
だ
が
安
価
な
製
品
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業

の
構
造
と
生
産
コ
ス
ト
は
低
級
な
綿
布
市
場
で
の
競
争
に
は
適
し
て
い
な
い
。

ω－
フ
ン
カ
シ
ャ
ー
は
貨
幣
要
因
に
よ
っ
て
も
影
響
を

受
け
て
い
る
。
第
一
に
、
二
六
年
四
月
の
金
本
位
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
そ
の
た
め
世
界
市
場
で
の
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
価
格
は
下
落
し

た
が
ハ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
建
て
で
〉
、

こ
の
下
落
が
原
棉
コ
ス
ト
以
外
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
下
に
よ
っ
て
お
こ
っ
て
い
た
の
な
ら
、

フ

ン
カ
シ
ャ

l
の
貿
易
は
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
態
は
そ
う
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
紡
績
部
門
は

、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
価
値
が
現
在
の
半
分
の
と
き
に
契
約
し
た
債
務
を
負
っ
て
い
る
。
賃
金
、
利
子
、

ス
ト
の
硬
直
性
と
戦
前
水
準
で
の
金
本
位
へ
の
復
帰
に
よ
る
収
入
の
低
下
に
よ
っ
て
、

一
時
的
経
営
費
な
ど
の
内
部
コ

ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
収
益
能
力
は
か
な
り

低
下
し
、
多
く
の
場
合
、
損
失
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
戦
後
多
く
の
園
が
金
本
位
に
復
帰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
銀
価
値
が
下
落
し

た
。
二
四
｜
二
八
年
に
は
綿
製
品
の
価
格
は
銀
建
て
で
戦
前
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
第
三
は
円
の
価
値
引
き
下
げ

2
8ぉ
n
F

立
O
ロ
）
で
あ
る
。
過
去
二
年
間
、
日
本
は
こ
の
た
め
に
大
き
な
利
点
を
有
し
た
。
し
か
し
、

即
本
の
競
争
力
は
三
二
年
以
前
に
も
非
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表 2 tJ.K. EXPORTS OF YARM 

(:¥lillion lb;.) 

(A,・.) 
l!IO!I• 102.i 102:i l!l26 10!!1' 1028 102!) 1930 10:11 1似』2 1933 
1018 

Totnl , 216.!l 10:1, l 180,5 16!1.5 !!0).5 16!1.2 166.6 1:11.0 133.5 Hl.7 135.l 

Germ~:? , 50.0 .,2.s 56.6 33.!I 56.G 4:1.6 3llA 33.品 32.0 2!1.1 30.0 
Holln , -12.2 IIG.3 50.-l 37.G -ll.S 33.5 32.2 :rn. n 官＝.t.5 18. '.! 1:i.:1 
Brit凶， Jndin 85.7 20.2 16.0 20.5 雪l.6 宮1.7 21..l 12.0 Jl.2 U.G 10.1 
Switzerland , 7.5 0.8 8.2 7.8 10.-l 9.1 8.0 6.0 G.3 3.!I 3.6 

~~~~：~；~ ． 4.7 5.3 5.7 6.7 8.6 5.8 6.3 6.7 -1.3 3.7 5.3 

． -l.l G.8 5.3 11.0 3.8 4.2 5.0 5.l 3.1 l. l O.!J 
Rumania ． 8.6 4.0 .... , 7.5 τ.I 5.8 -I.fl 5.0 6.3 JI.品 12.!I 

常
に
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
第
四

過
去
二
年
間
、

ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
輸
出
は
様
々
な
取
引

規
制
（
叩
M
n
r吉
田
町
内

H
S
E
R
－8
2
z
s
g〉
や
支
払
猶
予

（
5
2呉
2
E
g
m
n
Z
B
g〉
の
下
で
外
国
の
購
買
者
か
ら
の
支

払
を
確
実
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
輸
出
業
者
は
そ
う
し
た

市
場
に
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
を
望
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
帥
W

最
後
に
、
硬
直
的
で
衰
退
し
つ
つ
あ
る
構
造
を
も
っ
た
産
業
は

上
述
し
た
よ
う
な
急
速
な
変
化
を
主
要
特
徴
と
す
る
世
界
で
生

き
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
大
戦
以
来
の
こ

う
し
た
世
界
の
諸
条
件
の
変
化
に
対
応
し
て
白
か
ら
の
構
造
を

調
節
で
き
な
か

っ
た
。
柔
軟
な
構
造
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

経
済
体
制
（

Ross
－nm
ヨ8
5）
の
変
化
に
対
す
る
不
断
の

警
戒
心
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
は
こ

れ
を
無
視
し
、
侮
り
を
も
っ
て
他
国
の
競
争
を
遇
す
る
こ
と
が

で
き
た
時
代
の
方
法
で
（
生
産
、

の
〉
、
二

O
世
紀
世
界
で
競
争
し
つ
づ
け
よ
う
と
し
て
き
た
。

マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
両
方
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川
綿
糸
輸
出

綿
糸
の
大
部
分
は
圏
内
消
費
用
に
留
保
さ
れ
て
い
る
（
二
四
年
、
生
産
が
て
三
九
五
百
万
バ
ウ
ン
ド
、
輸
出

一
九

O
九
｜
一
三
年
平
均
輸
出
二
一
六
・
九
百
万
バ
ウ
ン
ド
（
一

O
O）
に
対
し
て
、
二

152 

が
一
八
一
百
万
バ
ウ
ン
ド
）
け
れ
ど
も
、

四
年
に
は
一
六
＝
了
一
百
万
バ
ウ
ン
ド
（
七
五
%
）
、
三

O
年
に
は
一
三
七
百
万
バ
ウ
ン
ド
（
六
一
一
一
%
）
に
減
少
し
て
い
る
ハ
表
2
Y

オ
ラ
ン
ダ
が
最
大
の
顧
客
で
、
イ
ン
ド
が
こ
れ
に
次
ぐ
が
、
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア

ド
イ
ツ
、

へ
の
輸
出
増
は
小
規
模
市
場
で
何
が
な
さ
れ
得
る
か
と
い
う
点
で
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
。
輸
出
綿
糸
の
大
部
分
は
未
晒
糸

Q
H
a

白
ロ
仏
ロ
ロ

Z
g
n
r
a）
で
、

C
二
三
年
で
八
八
%
〉
、
晒
糸
と
染
色
糸
の
主
な
市
場
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ン
ド
で
あ
る
。

九
0 (ii) 
百
万
長
ヤ

の
八

% 

綿
布
輸
出

綿
布
の
大
部
分
は
輸
出
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
（
二
四
年
、
輸
出
は
四
、
六
四
九
百
万
長
ヤ
l
ド
で
生
産
高
五
、
五

一
九

O
九
｜
一
三
年
平
均
輸
出
六
、

四
八
三
百
万
ヤ
ー
ド
に
対
し
て
、

二
四
年
四
、

五
八
五
・

年
に
は
最

一
百
万
ヤ
ー
ド
（
七
五
・
八
wm〉
、
三

O
年
二
、
四
九

0
・
五
百
万
ヤ
ー
ド

C
ニ
八
・
四
万
）
に
低
下
し
、

悪
の
三
一
年
よ
り
も
幾
分
回
復
し
て
い
る
（
表
3
Y
全
種
類
の
綿
布
が
全
般
的
に
減
少
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
最
も
減
少
し
た
の

一一一一、

は
未
晒
布
で
、
戦
前
比
で
、
三

O
年
に
は
二
五
・
四
%
、
三
三
年
に
は
一
五
%
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
三

O
年
に
は
、
対
戦
前
比
、

晒
布
四
八
・
三
%
、
捺
染
布
三
二
・
六
%
、
染
色
布
五
四
・
六
克
、
染
色
糸
布
（
苫
自
身
邑
）
四

0
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

O

九
｜
一
一
一
一
年
か
ら
三

O
年
に
か
け
て
の
総
輸
出
減
の
う
ち
、
四

O
Z分
は
未
晒
布
に
よ
り
、
二
七
%
分
は
晒
布
、
二

O
M分
は
捺
染

布
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
央
お
よ
び
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

b
地
位
の
相
対
的
重
要
性
が
過
去
一

O

地
域
で
は
、

年
間
増
大
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
市
場
で
の
輸
出
量
の
絶
対
的
減
少
は
東
洋
市
場
ハ
開
S
8
2
5白岳
2
6
に
お
け
る
よ
り
も
小
さ

し、。
イ
ン
ド
市
場

イ
ン
ド
へ
の
輸
出
は
、
一
三
年
の
三
、

O
五
七
・
三
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
二
四
年
の
一
、
五
五
二
・
二
百
万
ヤ
ー
ド
、
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表3 U.K. EXPORTS oF C<lTTO'.'I P,i?.ci,; Gooos 

(Milliun linear pr<lり

1913 102ι 1925 1926 1021 1028 102司 1030 1931 1032 10:J.1 

Toial . す.075.3 J,5R5. l ~'.~36 .7 2,022.8 4,189.1 8,068.2 3,76品.8 2,-190.5 1,790.2 2,an2.1 2,116.5 

~I~;, unblcnched ．宮，357.5 1，ιo宮.3 ,303.l 1,121.6 1,107.9 903.0 95'.8 ，，ゐa.a 官89. ~ a,a.a 337 • .i 
ached • 2,015.8 l ,~~~- 2 1,.22.0 1,: 削 .7 1,337.ι l,31U. I l,2HS.:J 882.0 031.0 772.1) Oil唱，I 

Printed • • l，宮30.8 ,7 777.l 03.l ・56• .l 623 5 551.7 301.8 32ι.2 4 • . 1.輔 .i10.1 
Piece d吋同~ . . • 1,151.る 858.0 831.お 1Gl.8 射望3.7 s:11.。 825.7 a5S.O 456.1 501.2 uHJ.2 
Yarn d)'c • zoo.品 182.0 202.7 171.0 173.0 IGa.l IH.3 JO締.8 89.7 125.1 HIM.M 

r。：
India • n,os1.s 1,552.宮 1,3九5.G 1,-1611 0 1,55”.8 1,15宮.G l，雪08.3 728.4 355.0 sar, .. 1 ・．． 

China .~／ho:0耳.！。ng 710.!l 320.0 1!11.!I 103.U 116.9 宮Oii.1 209.U GU.9 95.1 u:1.; 
U.S.A 154.9 宮12.5 1:11.:1 oa.o 02.C 83.1 71.3 51.0 30.3 88.3 
,¥ustral,sia • 210.7 18ι.I 203.9 211.0 宮古U.2 172.8 宮07.0 ias.o 150.0 宮18.0
Bri,isn ¥Vc>t Ind,cs • 20.0 10.8 21.8 17 .4 18.8 JO.I 17.G IG.a 15.1 21.1 一
iむ~町~i~s。：t~r~：；：：：·白~ 

81.8 22.0 宮9.5 a1.a sι.2 21.0 29.2 JO.I 10.8 Hi.‘ 
131.3 a,.a 09.1 73.3 80.l 

a':{ 
81.G 20.る 10.6 38.4 一9.7 9.1 U.2 11.l IS.ii 12 U.l 0.4 8.1 10.宮 一61.1 08.0 08.l 60.8 70.2 GG.G 70.ι －岳.8 54.0 GD.M 一

t\;1~·;;:, . St:t(O : 
05.l 72.ゐ Ul.l 02.3 111.2 130.7 110.0 99.G 02.0 11!1.S 

一 宮o.”21.H 2a.; 宮9.0 27.8 宮7.司 宮G.7 20.4 2M.O 
Sweden 13.ι 宮7.1 宮3.0 官事.ii 20.0 21.R IU.4 21.3 25.G 10.9 

おn~~~：~k • 
16. 7 16.3 IG,8 15.ι 18.0 lii.3 16.l 1,;,3 11.G 17.!) 
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~~~:~tci. 76.4 58.0 l立O.O G0.2 73.G ~0 .2 4.1.2 41.0 2H.,I 2-1.!I 一”1.3 19,R 62,5 晶2.5 6宮．締 02.2 a1.a 37.1 2H，宮 :i;, •. 1 

U~i~r Dutch F輔自・

253.:1 188.0 ua.o 110.U 130.0 13!1.9 100.9 07.0 37.0 30.0 一
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二
八
年
の
一
、
四
五
二
・
六
百
万
ヤ
ー
ド
（
対
一
三
年
比
五
二
%
の
減
少
）
へ
と
最
大
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

ら
ご
ニ
1

一
四
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
は
供
給
量
の
五
七
%
に
あ
た
る
。
二
四
年
か
ら
三
O
年
に
か
け
て
は
、

一
O
ー
一
一
年
か

イ
ギ
リ
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ス
か
ら
の
輸
入
は
イ
ン
ド
市
場
へ
の
総
供
給
量
の
四
三
%
か
ら
一
一
一
%
へ
落
ち
こ
み
、
同
時
期
に
イ
ン
ド
の
生
産
は
て
八
四
一
百

万
ヤ
ー
ド
か
ら
、
二
、
四
九
四
百
万
ヤ
ー
ド
へ
増
加
し
、

日
本
か
ら
の
輸
入
は
一
四
六
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
三
九
O
百
万
ヤ
ー
ド
へ
増

加
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
損
失
の
う
ち
、
七
O
%
が
イ
ン
ド
の
生
産
増
加
に
、
二
五
%
が
日
本
か
ら
の
輸
入
に
帰
国
し
て
い
る
（
表
4
）。

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
綿
布
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
で
減
少
し
て
い
る
が
、
最
大
の
も
の
は
未
晒
布
の
輸
出
で
、
こ
れ
に

代
っ
て
晒
布
が
最
大
の
割
り
合
い
を
占
め
て
き
て
い
る
ハ
表
5
Y

イ
ン
ド
綿
業
の
発
展
が
あ
ま
り
に
も
急
速
で
、
イ
ン
ド
の
生
産
者
が
圏
内
市
場
に
お
け
る
現
在
の
立
場
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

し
か
し
、

布
、
捺
染
布
の
輸
出
が
未
晒
布
よ
り
も
好
い
状
態
に
あ
る
の
は
良
い
徴
候
で
あ
る
。

ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
が
イ
ン
ド
と
の
貿
易
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
点
で
多
く
は
望
め
な
い
。
逆
に
輸
出
減
少
の

大

部

分

は

永

久

的

な

損

失

と

み

な

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

。

晒

布

、

る
点
か
ら
し
て
、
将
来
、

事
態
を
絶
望
と
み
る
の
も
誤
り
で
、

染
色

O
九
1

一
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
は
中
園
、
香
港
に
五
八
七
・
三
百
万
ヤ
ー
ド
（
総
輸
出
の
九
%
）
を
輸
出
し
た
が
、
二

四
、
三
O
年
に
は
三
二

0
・
六
百
万
ヤ
ー
ド
（
七
%
〉
、
六
九
・
九
百
万
ヤ
ー
ド
（
三
%
〉
に
減
少
し
た
。
中
宙
は
O
九
｜
一
一
一
一
年

か
ら
二
四
年
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
綿
布
輸
出
減
の
一
三
%
を
占
め
て
い
る
。

中
国
市
場

対
中
国
輸
出
減
は
日
本
の
競
争
の
増
大
と
中
国
の
生
産
増
加
に
よ
る
。
中
国
の
綿
布
生
産
は
一
五
年
の
四
五
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
二

九
年
の
五
九
O
百
万
ヤ
ー
ド
へ
と
増
加
し
た
。
ま
た
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
は
不
断
に
中
国
市
場
で
日
本
に
譲
歩
し
て
き
た
。

一
O
ー
一
三

年
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
綿
布
総
輸
入
額
の
五
九
・
五
%
を
占
め
、
日
本
は
一
五
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
四
年
に
は
イ
ギ

リ
ス
は
三
五
・
六
%
、

日
本
は
五
一
・
三
%
、
二
九
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
八
%
、
六
六
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
の
変
化
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表4 BRITISH INDIA. AVAILABLE SurPLY OF CorroN CLOTH 

(Million prds) 

Imports U.,mostic r.1,::'ii'.~'. ... ~困t問a。：：。：何，tr·回：ト;;・ 
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)033 ． RiO 3,550 f,-l!!Q Ill 112 45G JO 37！’ 

• ~Ml pr,叫＂＂同日制， ly.
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(:¥tillit’11li1’I',' 

A,•. 
I例）！I• rn2.』 1025 111:!6 10宮7 J!l2K 1020 10訓》 10.11 1932 
J!)J:l 

1・otal , 2,5(附－司1,552.2 1,:135.匹l,IGO.O 1,550.R 1,-15:?.6 1,268.3 7雪8.4 355.G 555 . .J 

~I陀ci~hed 1,285.: 73”.. , 5!17.0 6GU Gill.τ as1.o 520.ll 2品7.0 55.8 RS.8 
, 630.呂 .J!Ml.ii ・11:l.!l -172.f』 511.3 S司G.5 453.7 2!l0.:l WO.I 2n.e 

l’rinlcc! • • 3G7.τ ISl.-1 177.7 J72.7 :!05.:! l!l品.2 uo.:1 !W.O 5:J.6 

I'icce j::: 201.:! 】37.11 100.!l Ul.5 l lS.5 157.6 127.0 80.7 ・17.G R!l.O 
Yarn • 20.B 0.1 8.1 事.o 7.1 0.3 10.7 ・0.2 2.5 6.2 

•t:stimatcd f同 mIndia，司 Returns.
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を
考
慮
す
れ
ば
、

一
三
年
を
一

O
Oと
し
て
、

日
本
の
輸
出
は
二
年
に
三
三
六
、
二
八
年
に
は
五
一
八
と
な
る
。
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イ
ン
ド
と
同
様
に
最
大
の
減
少
は
未
晒
布
で
あ

る
。
そ
れ
は

O
九
｜
一
一
一
一
年
の
一
二
七
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
二
八
年
の
二
四
百
万
ヤ
ー
ド
に
落
ち
て
い
る
。
同
期
聞
に
晒
布
は
二

O
六

染
色
布
ハ
虫
伺
円
相
身
ー白
色
〉
は
二
ニ

O
か
ら
七
三
、
染
色
糸
布
（
苫
自
身
一色
）
は
五
か
ら

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
綿
布
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
で
減
少
し
て
い
る
が
、

か
ら
九
三
、
捺
染
布
は
二
九
か
ら
一
て

四
各
百
万
ヤ
ー
ド
へ
落
ち
て
い
る
。

中
国
綿
業
の
拡
大
傾
向
と
日
本
の
満
州
お
よ
び
華
北
に
お
け
る
権
力
増
大
か
ら
し
て
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
が
失
っ
た
貿
易
を
再
把
握

す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
の
生
産
、
東
洋
市
場
に
関
し
て
恵
ま
れ
た
位
置
、
綿
業

ハ
8
V

の
砿
大
傾
向
か
ら
し
て
、
遠
い
将
来
、
中
国
は
世
界
の
輸
出
市
場
で
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
貿
易
に
喰
い
こ
ん
で
く
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

日
本
の
麓
争
が
中
国
、

イ
ン
ド
以
外
の
市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
減
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
。

日
本
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
は
二
一
一
年
に
は

0
・
二
三
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、

二
四
年
に
は
三
二
・
二
百
万

円
、
二
八
年
に
は
三
九
百
万
円
と
な
り
、

一
三
年
価
格
で
換
算
す
る
と
、
二
四
に
は
一
五
・
九
百
万
円
、
二
八
年
に
は
二
三
百
万
円

に
な
る
ハ
対
一
一
一
一
年
比
一

O
O倍
の
増
加
〉
。

こ
れ
に
対
し
て
、

岡
市
場
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
は
一
一
一
一
年
の
二
一

O
四
・
九
百
万
ヤ

ー
ド
か
ら
二
四
年
の
二
ハ
二
・
九
百
万
ヤ
ー
ド
、
二
八
年
の
一
七
一
・
一
百
万
ヤ
l
ど
へ
と
減
少
し
‘
三
二
年
に
は
五
二
・
五
百
万

ヤ
ー
ド
へ
と
破
滅
的
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
日
本
の
拡
張
は
オ
ラ
ン
ダ
の
犠
牲
の
上
で
な
さ
れ
た
が
、
二
五
年
以
降
は
、
ィ

ギ
リ
ス
が
主
要
な
損
失
者
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
晒
布
の
貿
易
に
お
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
競
争
も
イ
ギ
リ
ス
の
損
失
の
幾
分
か
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
を
発
送
地
と
は
し
て
い
な
い
綿
布
に
対
す
る
輸
入
関
税
増
徴
の
宣
動
や
オ
ラ
ン
ダ
人
工
場
が
ジ
ャ
ワ

に
建
設
さ
れ
る
可
能
性
な
ど
の
た
め
に
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
が
岡
市
場
で
失
っ
た
貿
易
を
再
把
握
す
る
可
能
性
は
少
い
。

マ
ラ
ヤ

イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
が
減
少
し
、
日
本
の
輸
出
が
増
加
し
た
別
の
重
要
な
市
場
は
マ
ラ
ヤ
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸

． 



出
は
、
ご
二
年
の
一
＝
二
・
三
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
二
四
年
の
六
回
・
六
百
万
ヤ
ー
ド
へ
減
少
し
、
そ
の
後
三

O
年
ま
で
は
む
し
ろ
高
め

ハ
9
V

の
水
準
に
あ
る
が
、
そ
の
年
の
鉱
山
と
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
不
況
が
日
本
の
厳
し
い
競
争
と
合
わ
さ
っ
て
、
三
二
年
に
は
三
八
・
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四
百
万
ヤ
ー
ド
と
大
幅
に
落
ち
込
む
。
日
本
の
輸
出
額
は
一
一
一
一
年
の

0
・
二
五
百
万
か
ら
二
四
年
の
四
・
九
百
万
三
三
年
価
格
で

二
・
一
百
万
円
）
、
二
七
年
の
一

O
百
万
円
ハ
六
・
一
百
万
円
）
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
二
四
年
の
マ
ラ
ヤ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸

入
〈
六
六
・
三
百
万
ヤ
ー
ド
〉
は
日
本
三
六
・
二
百
万
ヤ
ー
ド
〉
を
凌
駕
し
て
い
る
が
、
三

O
年
に
は
、
逆
に
、
日
本
か
ら
の
輸

－

入
（
五
六
・
三
百
万
ヤ
ー
ド
）
が
イ
ギ
リ
ス
（
三
二
・
一
百
万
ヤ
ー
ド
〉
を
凌
駕
し
て
い
る
。
中
国
も
マ
ラ
ヤ
と
貿
易
を
行
い
、
二

四
年
に
は
一
三
・
一
百
万
ヤ
ー
ド
、
三

O
年
に
は
一
四
百
万
ヤ
l
ど
に
達
し
て
い
る
。

（
特
に
オ
ラ
ン
ダ
の
み
に
つ
い
て
み
る
と
〉
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
輸
出
の
大
部
分
は
未
晒
布
で
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ど
へ
再
船
積
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
厳
し
い
競
争
と
オ
ラ
ン
ダ
圏
内
で
の
織

オ
ラ
ン
ダ
へ
の
輸
出
は
著
し
く
削
減
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

そ
こ
で
加

工
（
品
目
三
m
Eロ
∞
）
さ
れ
て
、

布
業
の
発
展
の
た
め
に
、
戦
後
、

南
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
も
減
少
し
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
良
質
布
を
需
要
す
る
都
市
市
場
と
安
価
な
質
の

南
ア
メ
リ
カ

綿
布
を
需
要
す
る
農
村
市
場
と
二
つ
の
市
場
が
あ
り
、
輸
入
の
減
少
は
主
に
低
質
布
か
ら
生
じ
て
い
る
。
こ
の
市
場
は
発
展
し
つ
つ

あ
る
圏
内
綿
業
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
と
同
時
に
、

イ
タ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
新
し
い
蹴
争
者
も
大
戦
中
に
獲
得

日
本
、

し
た
分
け
前
を
維
持
し
つ
づ
け
て
い
る
。

南
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
の
減
少
で
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
輸
出
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
他
国
の
麓
争
に
よ

る
も
の
は
非
常
に
小
さ
く
、
地
方
消
費
の
八

O
Z以
上
を
供
給
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
圏
内
綿
業
の
発
展
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ

二
四
年
以
降
、

エ
ジ
プ
ト
市
場
へ
の
輸
出
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

日
本
の
輸
出
は
二
四
年
の
九
・
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四
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
＝
二
年
の
五
三
・
七
百
万
ヤ
ー
ド
へ
増
加
し
、
以
後
も
日
本
の
競
争
は
非
常
に
強
力
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ジ
プ



ト
へ
の
イ
タ
リ
ア
の
輸
出
も
二
四
年
の
三
五
・
四
百
万
方
ヤ
l
ド
か
ら
二
九
年
の
四
七
・
六
百
万
方
ヤ
l
ド
に
増
加
し
、
イ
タ
リ
ア

の
競
争
も
増
大
し
て
い
る
。
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
貿
易
不
振
の
原
因
と
し
て
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
製
品
の
価
格
が
あ
ま
り
に
高
い
こ
と
、
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図
案

Q
a
s
g）
が
エ
ジ
プ
ト
の
消
費
者
の
曙
好
に
合
わ
な
い
こ
と
、

日
本
と
比
較
し
て
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ

方
法
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
が
考
え
ら
れ
る
。

最
近
ア
フ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
重
要
性
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
市
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
日
本
の
厳
し
い
競
争
が

感
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
本
は
多
か
れ
少
か
れ
組
織
的
な
攻
撃
を
加
え
て
き
て
お
り
、
市
場
の
改
善
に
向
け
て
効
果
的

な
方
法
が
す
ぐ
に
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
貿
易
は
さ
ら
に
削
減
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
は
イ
ギ
リ
ス
領
東
ア
フ
リ
カ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
を
削
減
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
効
果
的
な
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン

グ
故
に
、
日
本
人
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
需
要
の
大
き
な
部
分
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
二
五
年
に
は
、
当
市
場
へ
の
総
輸
入
六
四
・

四
百
万
ヤ
ー
ド
の
内
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
ハ
・
九
二
百
万
ヤ
ー
ド
（
二
六
%
）
、

日
本
は
一
七
・
一
百
万
ヤ
ー
ド
（
二
七
%
〉
で
あ
っ
た

日
本
は
五
二
・

O
六
百
万
ヤ
ー
ド
（
六
八
%
〉
、

0
・
二
九
百
万
ヤ
ー
ド
（
一
四
%
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
帝
国
市
場
で
イ
ギ
リ
ス
綿
業
が
白
か
ら
の
立
場
を
維
持
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
深
刻
で
あ
る
。
日
本
は
は
じ
め
未
晒
シ
ャ
l
テ
ィ
ン
グ
（
m
H
a
帥

E
Eロ
巴
市
場
を
、
次
い
で
色
物
（

8

－oC
H
a
m
o
o仏国）

市
場
を
把
握
す
る
。
日
本
の
こ
の
市
場
で
の
成
功
は
そ
の
マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
組
織
と
現
地
の
噌
好
に
適
し
た
種
類
の
綿
布
を
生
産

が
、
三
二
年
に
は
、
輸
入
総
量
七
六
・
八
三
百
万
ヤ
ー
ド
の
内
、

イ
ギ
リ
ス
は
一

す
る
能
力
に
依
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
三

0
年
代
ま
で
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
か

ら
の
輸
入
は
ガ
ン
ピ
ア
、

シ
ェ
ラ
・
レ
オ
l
ネ、

ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
へ
の
総
輸
入
量
の
九

O
Mを
占
め
、

晒
布
、
捺
染
布
は
総
輸
入
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
て
、
最
近
ま
で
こ
の
市
場
で
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
地
位
は
難
攻
不
落
で
あ
っ
た



が
、
最
近
数
カ
月
の
聞
に
、

日
本
の
競
争
は
警
戒
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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川叫仙
W

日
本
の
競
争
の
増
大
は
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
減
少
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
こ
の
競
争
は
円
の
価
値
低
下
に
よ
っ
て
最
近
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
通
貨
操
作
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
日
本
綿
業
の
効
率
と
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
組
織

の
効
率
に
よ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
綿
布
の
輸
出
者
と
し
て
流
星
の
よ
う
な
進
歩
の
絶
頂
に
到
達
し
て
い
て
、
ラ

ン
カ
シ
ャ
ー
よ
り
も
強
力
な
競
争
的
立
場
に
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
の
競
争
に
直
面
し
て
、
日
本
の
競
争
の
侵
入
を
防
ぐ
目
的
を
も
っ
て
イ
ン
ド
政
府
は
一
九
O
四
年
の
貿
易
協
定
を

日
本
の
競
争
と
イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、
イ
ン
ド
聞
の
協
商
会
議

廃
棄
し
、

日
本
綿
布
に
対
し
て
輸
入
関
税
を
三
こ
年
八
月
に
は
五
O
%
に
、
三
三
年
六
月
に
は
七
五
%
に
高
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府

も
西
ア
フ
リ
カ
属
領
国
（
垣
市
え

K
F
E
n
g
o
s
g号
ロ

nFg）
に
お
け
る
臼
本
と
の
最
恵
国
協
定
を
廃
棄
す
る
通
告
を
な
し
た
。

。03
0
ロ
寸

Brrw曲
目
刷

g
や
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
議
員
団
に
よ
っ
て
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
関
税
行
為
を
と
る
よ
う
に
強
力
に
宣
伝
さ
れ

て
い
る
。

関
税
行
為
と
日
本
と
の
協
定
締
結
を
主
唱
オ
る
二
つ
の
潮
流
が
あ
る
。

こ

の

事

態

に

対

し

て

、

し

か

し

、

イ

ギ

リ

ス

は

自

治

領

（U
o
E包
O
ロ
る
に
お
い
て
関
税
に
関
し
て
直
接
的
影
響
を
殆
ん
ど
も
な
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
属
領
〈
切
江
広
島
吉
田
明
2
5ロ
回
〉
内
で
の

特
恵
な
お
同
市
同

g
gる
は
望
ま
し
く
も
あ
り
手
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
直
接
的
な
反
日
関
税
は
最
良
の
場
合
で
も
日
本
の
利
益

を
制
限
し
う
る
に
す
ぎ
ず
、
ど
こ
に
お
い
て
も
安
い
輸
入
品
に
は
長
期
間
抵
抗
で
き
は
し
な
い
。
過
去
に
お
い
て
、

一
国
に
お
け
る

反
日
関
税
行
為
の
あ
と
に
は
常
に
他
国
に
お
け
る
組
織
的
な
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ド
ラ
イ
ヴ
〈
自
白
島
2
5
m
骨
宮
町
）
が
続
い
た
。

こ
れ
は
常
に
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
の
新
関
税
の
後
、
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
を
攻

撃
し
て
き
た
し
、
新
し
い
貿
易
協
定
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
た
日
本
綿
布
は
ど
こ
か
に
販
売
さ
れ
る
わ
け
で
、
ラ
ン

159 



カ
シ
ャ
l
は
イ
ン
ド
以
外
の
市
場
で
鋭
い
日
本
の
競
争
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
今
も
続
い
て
い
る
輸
出
の
た
め
に
圏
内
消
費
に
課
税
す
る
と
い
う
政
策
か
ら
お
こ
る
内
部
問
題
と
他
国
に
よ
る
関
税
敵
対

160 

と
合
わ
さ
っ
て
、

日
本
綿
業
の
没
落
を
予
期
す
る
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
は
話
し
合
う
べ
き
で
は
な
く
闘
う
べ
き
で

あ
る
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
或
は
、

日
本
は
ど
こ
ま
で
現
実
に
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も

な
さ
れ
て
い
る
。

伸
英
日
協
商
会
議
関
税
規
制
に
対
す
る
日
本
綿
業
の
懸
念
と
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
利
害
集
団
に
よ
る
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
反
日
関
税

を
導
入
す
る
よ
う
に
と
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
す
る
圧
力
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

一
つ
は
新
し
い
貿
易
協
定

を
討
議
す
る
た
め
の
イ
ン
ド
と
日
本
政
府
聞
の
シ
ム
ラ
（
辺
自
己
る
会
議
で
あ
り
、

一
つ
は
共
通
な
市
場
で
の
貿
易
を
討
議
す
る
た

め
の
イ
ギ
リ
ス
、

イ
ン
ド
、

日
本
の
綿
業
代
表
者
聞
に
よ
る
三
者
会
議
で
、
そ
の
一
部
が
英
日
競
争
に
関
す
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
お

よ
び
ロ
ン
ド
ン
討
議
で
あ
る
。
大
日
本
紡
績
連
合
会
（

Hagmm刊
の

0
3
8
ω
立
ロ
ロ
冊
同
国
．
〉
g
o
o
－a
－oろ
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
日

本
代
表
団
は
、
協
商
会
議
の
基
礎
と
し
て
、
基
準
と
し
て
昨
年
の
輸
出
量
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
綿
と
レ
ー
ヨ
ン
は
別
々

に
処
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
協
商
会
議
に
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
（
Q
0
4『
ロ
ロ
o

－oE
g）
以
外
の
市
場
を
含
め
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、

の
三
点
を
主
張
し
た
。
最
後
の
点
は
、
さ
も
な
け
れ
ば
日
本
綿
業
に
よ
る
輸
出
統
制
の
必
要
性
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
最
も

で百重
、〉要

既で
成 あ
の る
事に
実 ち
tこカ：
近い
かな
つい
た 。

の
で
あ
る。

そ
の
よ
う
な
統
制
は
、

最
近
日
本
の
大
蔵
、

商
務
両
大
臣
が
輸
出
統
制
法
案
に
同
意
し
て
い
る
の

イ
ギ
リ
ス
代
表
団
は
世
界
市
場
は
全
体
と
し
て
討
議
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に
固
執
し
た
。
そ
れ
は
、

イ
ギ
リ
ス
自
治

領
は
自
治
安
色
町
関
0
2
5
E
m）
で
あ
る
の
で
日
本
は
そ
れ
ら
と
直
接
協
議
す
べ
き
で
あ
り
、

他
の
市
場
に
関
し
て
は
個
々
の
国
家

と
双
務
一
的
な
協
議
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
主
張
と
対
立
し
た
。

ま
た
、

ラ
ン
カ
シ
．ャ
l
に
と
っ
て
の
主
要
点
の
一

ザコ



『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス綿業

EXPORTS oF COTTON P1ECE Goons 

( million square >・:uch) 
表6

A問』2~＇：t Per ι；cnt 
1028 1020 1030 1031 1932 19 -SI 1928-31 

J.1{~a0~ Al 1,419 1,791 1,572 1,u, 2,0:12 1,5,IO 100 
.British 
c。untria. .JI!宮 757 6:11 671 081 635 .n 
India 358 5SJ .JU品 .JIU, 6J5 .J37 28 
2』ominioru 宮4 29 89 61 7-1 31! 2 
Others • lUO J.17 1118 206 2GK 1611 JO 

Foreign 
c。nnt円－四 1136 l,03l !UI 7"'3 ] ,o.J5 OU 59 
2. Unittd 

All c!~~ft~i:· :t,lltlO 8,672 2,107 1,716 2,108 2,015 100 
llritish 
co1111tri四． 2/!IH 2,07品 l,llll 863 1,25揖 1,013 55 
India J,,'il2 If' 778 3SO 5!J!I 1,0:!I JS 

]s~.r:;:inions :1u l 11 275 25!’ 3H 2!17. 10 
Ot目白 :us 115!1 25K :!15 345 205 10 

F。reign
countr,cs • 1,66:l 1,50K 1,0110 853 910 1,1102 .J5 

は
、
イ

ン
ド
を
除
い
て
は
、
帝
国
市
場
で
の

損
失
は
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
へ
の
輸
出
は
総

輸
出
の
一

O
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
の

で、

外
国
市
場
で
の
損
失
よ
り
も
深
刻
さ

の
度
合
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ハ
表

6
）
、

さ
ら
に
、

中
園
、

シ
ャ
ム
を
除
い
た

主
要
な
綿
品
輸
入
国
は
日
本
に
輸
出
す
る
よ

り
も
イ
ギ
リ
ス
に
は
る
か
に
多
く
輸
出
し
て

い
る
の
で
、
双
務
協
定
に
つ
い
て
、

イ
ギ
リ

ス
は
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
立
場
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

協
商
会
議
の
挫
折
の
あ
と
、

イ
ギ
リ
ス
政

府
は
両
国
間
の
全
般
的
貿
易
協
定
を
締
結
す

る
と
い
う
観
点
で
臼
本
政
府
と
接
触
し
、
四

月
に
日
本
政
府
も
そ
の
よ
う
な
協
定
を
協
議

す
る
意
思
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

し、

ヵ、

な
る
新
し
い
提
案
も
な
さ
な
か
っ
た
。

三
四
年
五
月
七
日
、

そ

161 

れ
で
、

ラ
ン
シ
マ

・ン



（河口ロ
n

－B
S）
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
日
本
の
競
争
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
を
保
護
す
る
手
段
を
取
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

162 

発
言
し
た
。
綿
製
品
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
手
段
は
二
七
1

コ
＝
年
の
平
均
輸
入
を
基
準
と
し
た
、
植
民
地
市
場
で
の
外
国
か
ら
の

輸
入
品
に
対
す
る
輸
入
割
当
（
a
g
o
g
C
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
り
、

る
。
こ
の
輸
入
割
当
は
、
全
て
の
固
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
対
日
差
別
も
英
日
貿
易
協
定
廃
棄
と
い
う
問
題
も
な
い
け
れ
ど
も
、
三

一
年
以
来
の
植
民
地
に
対
す
る
日
本
の
輸
出
の
異
常
な
増
大
と
い
う
事
実
に
か
ん
が
み
て
、
事
実
上
他
国
よ
り
も
日
本
に
多
く
影
響

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

n
oロ
mo
回

2
5
協
定
に
よ
っ
て
こ
の
割
当
は
東
ア
フ
り
カ
の
一
部
に
は
適
用
さ
れ
な
い
し
、

そ
れ
は
五
月
七
日
か
ら
遡
及
し
て
発
動
す
る
こ
と
に
な

西
ア
フ
リ
カ
で
は
関
税
が
そ
の
代
り
に
な
る
。

付
印
日
協
商
会
議

も
と
も
と
、
こ
の
会
議
は
、
イ
ン
ド
お
よ
び
他
の
市
場
で
の
貿
易
の
分
割
に
関
し
て
協
定
し
よ
う
と
い
う
目

的
を
も
っ
て
聞
か
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
、
日
本
の
綿
業
お
よ
び
レ
ー
ヨ
ン
産
業
の
代
表
者
間
で
の
三
者
会
議
の
一
部
を
な
す

も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
印
日
貿
易
協
定
の
た
め
の
イ
ン
ド
と
日
本
の
公
式
の
代
表
団
に
よ
る
協
商
会
議
は
こ
の
繊
維
製
品
貿
易
討

議
と
は
別
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
イ
ン
ド
は
関
税
を
七
五
%
か
ら
六
二
%
に
引
き
下
げ
、
日
本
布
の
輸
入
を
年
四
一

O
百
万

ヤ
ー
ド
（
過
去
三
年
間
の
平
均
）
に
制
限
す
る
と
い
う
提
案
を
な
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
関
税
を
四
一
%
に
引
き
下
げ
、

輸
入
割
当
を
五
七
九
百
万
ヤ
ー
ド
（
三
二
、
三
三
年
の
数
字
〉
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
た
。
協
議
の
初
期
の
段
階
で
は
、
イ

ン
ド
の
利
害
団
体
聞
に
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
イ
ン
ド
と
日
本
の
聞
に
は
、

て
条
件
づ
け
ら
れ
る
か
否
か
で
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。

日
本
布
へ
の
輸
入
割
当
は
イ
ン
ド
棉
花
の
輸
入
に
よ
っ

手
織
機
代
表
者
間
で
次
の
よ
う
な
協
定

工
場
は
一
一
番
手
以
下
の
綿
布
を
生
産
し
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
政
府
に
対
し
て
販
売
の
た
め
に
工
場
で

紡
が
れ
た
糸
に
対
し
て
内
国
消
費
税
守
H
a
8
Sろ
を
課
す
よ
う
要
求
す
る
こ
と
、

三
三
年
一

O
月
一
一
日
、
イ
ン
ド
の
工
場
主
、
棉
花
栽
培
業
者
ハ

n
s
gロ
m
g者団同国）、

が
結
ぼ
れ
た
。
第
一
に
、

第
三
に
、
輸
入
割
当
制
の
下
で
イ
ン
ド
市
場



に
対
す
る
日
本
の
蚕
入
許
可
は
最
低
量
の
イ
ン
ド
棉
花
を
購
入
す
る
と
い
う
日
本
側
の
保
証
に
も
と
ず
い
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
。
こ

れ
に
対
し
て
、

大
阪
の
工
場
主
は
イ
ン
ド
棉
購
入
の
問
題
を
紳
士
協
定
（
需

E
F自
由
ロ
ば
品

HgggH〉
に
委
ね
る
こ
と
を
望
ん
だ

が
、
三
三
年
一
O
月
の
終
り
に
、
会
議
が
シ
ム
ラ
か
ら
ニ
ュ

l
・
デ
リ
ー
に
移
っ
た
後
、

日
本
布
の
イ
ン
ド
へ
の
輸
入
と
イ
ン
ド
棉

『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス斜i業

花
の
日
本
へ
の
輸
入
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
い
う
原
則
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

三
四
年
一
月
初
め
、

で
き
る
が
、

日
本
は
イ
ン
ド
棉
を
購
入
す
る
義
務
な
し
に
一
二
五
百
万
ヤ
ー
ド
の
綿
布
を
イ
ン
ド
に
輸
出

三
二
五
百
万
ヤ
ー
ド
の
綿
布
と
引
き
換
え
に
百
万
ベ

l
ル
の
棉
花
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
同
意
さ
れ

最
終
的
に
、

た。

最
大
は
棉
花
一
・
五
百
万
ベ

l
ル
に
対
し
て
四
O
O
百
万
ヤ
ー
ド
と
固
定
さ
れ
た
。

綿
布
は
、

①
未
晒
布
四
五
%
、

②
色
物

（

no
－25ε
三
四
%
、
③
縁
ど
り
未
晒
布
守

oaaam円ミ）

い
範
囲
内
で
、
①
と
②
は
一
O
M
の
程
度
ま
で
、
③
と
④
は
二
%
の
程
度
ま
で
変
動
が
認
め
ら
れ
た
。
日
本
綿
布
に
対
す
る
関
税
は

五
O
%
と
し
、
そ
れ
は
ル
ピ
！
と
円
の
為
替
変
動
に
従
っ
て
変
化
す
る
。
協
定
は
一
月
八
日
か
ら
実
施
さ
れ

C
ニ
七
年
三
月
ま
で
有

効
）
、
同
時
に
イ
ン
ド
棉
花
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
正
式
に
廃
棄
さ
れ
る
。

一
三
%
、
＠
晒
布
八
%
の
四
種
に
分
類
さ
れ
、
総
割
当
を
越
え
な

ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
協
定
の
利
点
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
特
恵
は
日
本
の
通
貨
の
価
値
下
落
に
よ
っ
て

相
殺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
、
関
税
と
為
替
率
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
い
う
条
項
が
如
何
に
実
施
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と

に
依
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
布
の
輸
入
は
三
三
年
比
で
こ
O
O
百
万
ヤ
ー
ド
縮
小
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
工
場
が
よ
り
高
質
布

の
製
造
に
急
速
な
進
歩
を
な
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、

日
本
が
他
の
外
国
市
場
を
輸
出
分
野
に
加
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
の
た
め
に
、
ラ
ン

カ
シ
ャ
ー
が
こ
の
小
さ
な
分
け
前
よ
り
も
多
く
を
手
に
し
う
る
だ
ろ
う
と
想
定
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
、

イ
ン
ド
、
特
に

ボ
ン
ベ
イ
の
工
場
主
は
七
五
%
の
関
税
の
継
続
を
望
ん
で
い
た
が
、
日
本
の
イ
ン
ド
棉
花
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
終
ら
せ
よ
う
と
す
る
政
府

の
圧
力
の
た
め
に
関
税
引
下
げ
を
強
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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M
W
英
印
協
定

ω町
巧
・
0
白
吋
四
戸
市
叩
聞
の
率
い
る
ィ
フ
ン
カ
シ
ャ
l
代
表
団
と
回
o
s
g
u『
冨
邑
0
4司

5Hm．
〉

g
o
n
g神戸
O
ロ
議
長
で

あ
る
国
－
M
Y
宮
O

円
々
に
率
い
ら
れ
た
イ
ン
ド
代
表
団
と
の
間
で
、

ア
l
メ
ダ
バ
ド
工
場
主
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
三
年
一

O
164 

月
に
協
定
が
締
結
さ
れ
た
（
三
五
年
ま
で
有
効
）
。

同
協
定
で
、

ラ
ン
カ
シ
ャ

l
は
イ
ン
ド
綿
業
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
に
対
し

て
合
理
的
な
程
度
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
は
じ
め
て
承
認
し
、
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
に
対
し
て
は
外
国
か
ら
の
輸
入

に
対
す
る
よ
り
も
低
い
保
護
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
が
同
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
協
定
は
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
に
対
す
る
関
税
は
バ
ウ
ン
ド

当
り
一
ア
ン
ナ
四
分
の
一
の
最
低
従
量
税
官
官
n
s
n
仏
三
ち
を
伴
っ
た
従
価
五
%
で
あ
る
こ
と
、
イ
ン
ド
の
歳
入
状
態
が
三
一
年

一
O
月
以
来
の
全
輸
入
に
対
す
る
全
般
的
特
別
付
加
料
金
守
口
R
E
H
m
$
を
撤
去
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
き
は
、

イ
ン
ド
綿

業
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
綿
布
輸
入
に
適
用
可
能
な
関
税
に
関
し
て
新
た
な
提
案
を
な
さ
な
い
こ
と
、
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人

絹
布
及
交
織
布
（
白
H
a
m
a払
曲
目
－

w
同比四
g
m
o
o弘明白ロ向田

B
W
E
5
6
に
関
す
る
一
定
の
規
定
も
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

フ
ン

カ
シ
ャ

l
は
イ
ン
ド
棉
花
の
使
用
を
奨
励
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
外
国
市
場
で
イ
ギ
リ
ス
製
品
が
獲
得
で
き
た
利
点
は
イ
ン
ド
製
品

に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

的
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
は
大
戦
前
と
同
様
に
輸
出
市
場
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
輸
出
貿
易
に
お
け
る
こ
れ
以
上
の
削
減
は
綿
業
の
経

済
的
福
利
に
対
し
て
破
壊
的
効
果
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
貿
易
協
定
は
海
外
の
競
争
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
一
時
的
手

段
と
し
て
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
期
的
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
輸
出
は
競
争
効
率
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
貿
易
協

定
は
構
造
再
編
の
必
要
性
を
不
明
瞭
に
す
る
な
ら
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
に
お
い
て
、
貿

易
協
定
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ラ
イ
バ
ル
の
発
展
を
阻
止
す
る
の
に
役
に
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。

(i) (4) 

紡
績

地
理
的
分
布
と
兼
営

紡
績
業
は
凡
そ
一
千
の
企
業
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
に
南
部
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
と
チ
ェ
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100.0 

シ
ャ

l
に
集
中
し
、
主
要
な
中
心
地
は
オ
l
ル
ダ
ム
と
ボ
l
ル

ト
ン
で
あ
る
ハ
表
7
Y
紡
績
と
織
布
の
両
部
門
を
兼
営
合
O
B
，

ハロ〉

し
て
い
る
企
業
は
か
な
り
少
い
。
そ
れ
は
、
紡
績
業
者

－
u日
ロ
四
〉

が
狭
い
範
囲
の
番
手
に
生
産
を
集
中
す
る
傾
向
を
も
っ
反
面
、

織
布
業
者
は
様
々
な
市
場
に
供
給
す
る
た
め
に
広
範
囲
の
糸
を

入
手
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
と
、
織
布
が
，
フ
ラ
ッ
ク
パ

1

• •·rmn ＼＼＇。，rail・sCouou・TradeD，同＜ID<)' •

ン
、
バ

l
ン
リ

1
、
ブ
レ
ス
ト
ン
を
中
心
と
し
た
北
部
お
よ
び

北
東
部
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
で
営
ま
れ
て
い
る
の
で
、
両
部
門
が
地

理
的
に
分
離
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
紡
績
部
門
は
輸
出
貿

易
に
供
給
し
て
き
た
の
で
、
紡
機
と
織
機
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る

必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
に
依
る
。

．

凶
リ
ン
グ
紡
機
と
ミ
ュ
・
l

ル
紡
機
イ
ギ
リ
ス
の
紡
機
の

七
六
%
が
ミ
ュ

1
ル
で
あ
る
の
に
、
他
の
国
は
よ
り
高
い
生
産

性
を
も
っ
リ
ン
グ
が
六
六
%
を
占
め
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
総
錘
数

と
リ
ン
グ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
計
に
対
す
る
割
合
は
戦
後
低
下

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
ミ
ュ

l
ル
と
は
逆
に
、
世
界
の
リ
ン
グ

錘
数
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
ハ
表
8
）。
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リ
ン
グ
は
普
通
一
・
五
本
の
ミ
ュ

l
ル
と
等
し
い
。
三
一
一
一
年
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の
イ
ギ
リ
ス
の
総
換
算
錘
数
（

2
E
S
F
E

166 

回
目
M

広島－

g〉
は
五
六
、

一
六
二
千
本
で
、
世

界
の
そ
れ
は
二
一
て

四
七

O
千
本
で
あ

る
。
そ
れ
で
、
換
算
を
な
さ
な
い
と
き
の
イ

ギ
リ
ス
の
紡
機
は
世
界
の
三
三
%
を
占
め
て

い
る
の
に
、
換
算
す
る
と
二
六
%
と
な
っ
て

し
ま
う
。

叫

設
備
の
効
率

開
棉
機
、
硫
棉
機

練
条
機
の
有
効
稼
動
生
命
（
冊
目
丘
四
ロ
件
当

2
1

r
z
m
z
p〉
は
三

O
年
と
考
え
ら
れ
る
点
か

ら
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
の
一
二
・
三

%
、
＝
二
・
三
克
、
一
二
五
・
一
%
は
有
効
稼

動
生
命
を
超
え
て
稼
動
し
て
い
る
。
精
硫
棉

機
の
九
三
%
は
二

O
年
以
内
の
稼
動
年
で
あ

る
が
、
粗
紡
機
〈
間
宮
色
町
包
宮
市
〉
の
四

O

四
%
は
三

O
年
以
上
稜
勤
し
て
い
る
。
四

O

年
前
の
ミ
ュ

l
ル
が
満
足
い
く
状
態
で
稼
動

し
て
い
る
の
で
、
有
効
稼
動
生
命
を
四

O
年



ハ
U）

と
す
る
と
、
ミ
ュ

l
ル
の
二
O
%
は
明
ら
か
に
効
率
が
思
い
と
考
え
ら
れ
、

九
五
%
は
有
効
で
あ
る
。

リ
ン
グ
の
稼
動
生
命
も
三
五
｜
四
O
年
な
の
で
、
こ
の

(iv) 

川

w
太
番
手
部
門
（
n
O
R
8
2
e
の
ア
メ
リ
カ
棉
区
は
主
に
オ
l
ル
ダ

ア
メ
・リ
カ
棉
区
と
エ
ジ
プ
ト
棉
区
の
相
対
的
立
場

ー
ム
地
区
に
集
中
し
、
高
番
手
部
門
の
エ
ジ
プ
ト
棉
区
は
ボ
l
ル
ト
ン
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
二
棉
区
の
立
場
は
繊
維
機
械
メ

l
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I .カ

ム l
のの
司影
iii"響
丹 tこ
Fよ
Sる、z 。
〉
話
t'"" 
8 
帥

t主
太
番
手
用
の
紡
機

特
化
し
て
し、

る。

ボ
ー
ル
ト
ン
の
り
o
r
g
p
回白ユ
0
4
5
J
円
買
え
弘
－

m
は
高
級
番
手
用
紡
機
の
製
作
に
集
中
し
、

オ
ー
ル
ダ

ア
メ
リ
カ
棉
区
は
エ
ジ
プ
ト
棉
区
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
、
三
二
年
で
、
三
六
百
万
錘
（
総
計
の
六
七
%
〉
が
ア
メ
リ
カ
棉
に

携
り
、
一
八
百
万
錘
（
一
一
一
一
一
一
%
）
が
エ
ジ
プ
ト
棉
に
携
っ
て
い
る
。

伸
ア
リ
カ
棉
区
は
一
二
年
以
降
厳
し
い
不
況
を
蒙
っ
て
き
た
が
、

エ
ジ
プ
ト
棉
区
は
二
八
年
ま
で
は
比
較
的
繁
栄
を
享
受
し
て
き

た
。
こ
の
理
由
は
最
近
ま
で
競
争
者
が
太
番
手
糸
（

n
g同
8
H
苫
g
m）
の
生
産
に
集
中
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
エ

ジ
プ
ト
棉
以
外
の
棉
花
に
携
わ
る
世
界
の
錘
数
は
二
四
年
で
一
三
七
百
万
錘
、
二
八
年
で
一
四
O
百
万
錘
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

.::c. 

ジ
プ
ト
棉
に
携
わ
る
の
は
二
六
百
万
錘
、
二
七
百
万
錘
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
棉
用
の
設
備
は
費
用
の
か
か
る
改
造

を
す
る
こ
と
な
し
に
は
エ
ジ
プ
ト
棉
の
紡
績
に
は
適
し
な
い
。
し
か
し
、
日
本
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
新
興
国
が
高
番
手
部
門
の
生
産

を
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
、

エ
ジ
プ
ト
棉
区
も
ア
メ
リ
カ
棉
区
と
同
様
の
困
難
に
直
面
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

生
産
組
織
両
棉
区
と
も
合
同
企
業
（

n
o
s
z
s凹
）
に
よ
っ
て
大
き
く
支
配
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
棉
区
で
は
、
最
大
の

企
業
は

F
g
n
g
Eお
の

2
Zロ
n
o
G
2阻止
O
ロ
で
八
・
七
百
万
ポ
ン
ド
の
資
本
と
九
・
三
百
万
錘
の
紡
機
を
有
し
て
い
る
（
そ
の

後
百
万
錘
が
解
体
さ
れ
て
い
る
〉
。
他
に
普
通
の
理
事
会
制
度
色
町
内
wn同

o
g
r
e）
に
基
礎
を
置
く
多
く
の
連
合
体
官

gon－呉－
oロる

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
の
白
同
神
田
広
冊
グ
ル
ー
プ
〈
一
四
工
場
、

(v) 
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一
・
一
二
百
万
錘
〉
、

Z
2
2
0干
の
Z
2
E
B
グ
ル
ー
プ
（

0
・
七
百
万



錘
）
、
一
『
・
出
・
切
ロ
ロ
伸
一
ロ
関
グ
ル
ー
プ
（
二
・
一
百
万
錘
〉
、
国
吉
岡
自
由
邑
ミ
グ
ル
ー
プ
バ
一
・
五
百
万
錘
）
、
〉
冨
曲
－

mgM白丹市内悼の
0
3
0ロ

冨
王
国
吋

E
白
骨
（
一
・
四
百
万
錘
）
。
こ
れ
ら
の
合
同
企
業
ハ
n
o
g窓
口

2
8色
白
g
o
n
U己
O
ロ
〉
は
ア
メ
リ
カ
棉
区
の
総
錘
数
の
四
五

168 

%
を
支
配
し
て
い
る
。
他
は
一
、
二
の
工
場
を
経
営
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

エ
ジ
プ
ト
棉
区
で
は
次
の
よ
う
に
合
同
企
業
が
あ
る
。
ヨ
ロ
冊
。
。
ぇ
oロ
ω立
ロ
ロ
常
国
．
白
ロ
円
山
口
o
c
Z
R
m・
〉
a
R
E
t
oロ
（
四
六
企

業
、
五
・
四
百
万
錘
）
、

Q
g
m
g
白
足
当
5
－2
0え

r
c
二
企
業
、
一
・
七
百
万
錘
）
、

n
o
g
Zロ
包
開

m
3
Eロ
冨
日
田
（
一
六

三
・
二
百
万
錘
、
最
近
出
色
－

F
白
5ω
立
ロ
ロ
2
♂

F
E
を
獲
得
し
て
三
・
三
百
万
錘
に
増
加
〉
。

企
業
、

三
五
工
場
、

こ
れ
ら
の

企
業
合
同
は
エ
ジ
プ
ト
棉
区
の
三
分
の
こ
を
支
配
し
て
い
る
。

同
財
政
構
造
的
殆
ん
ど
全
て
の
紡
績
企
業
は
株
式
会
社

Q
E
V
E
n
－－

s
x
a
E
r－－－
q
n
o
g同

Mgg〉
で
あ
る
。

棉
区
の
資
本
は
大
部
分
全
部
払
込
済
株
式

Q
z－q
宮
正
朗
Z
5
6
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
棉
区
の
財
政
方
法
は
純

エ
ジ
プ
ト

粋
に
地
方
的
な
も
の
で
あ
る
。
戦
前
、
株
主
は
公
称
資
本
の
半
分
だ
け
を
応
募
し
、
残
り
の
資
本
は
年
市
中
四
W
A
の
ロ

l
ン
で
調
達
さ

多
く
の
会
社
は
特
別
配
当
金
守
O
ロロ
m
g）
に
よ
っ
て
一
部
払
込
済
株
式
を
全
部
払
込
済
株
式
に
転
換

れ
た
が
、

一
九
年
ま
で
に
、

す
る
の
に
成
功
し
た
。

伸
一
九
｜
二

O
年
の
ブ
l
ム
期
の
高
利
潤
の
下
で
、

ア
メ
リ
カ
棉
区
の
多
く
の
工
場
は
新
し
い
資
本
基
礎
の
上
に
再
構
成
さ
れ

工
場
は
異
常
に
イ
ン
フ
レ
イ
卜
さ
れ
た
価
格
で
新
会
社
に
引
き
継
が
れ
る
か
、

別
配
当
金
付
株
式
♀
oロ
g
n
E
5
6
の
発
行
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
る
か
し
た
。

た
。
多
く
の
場
合
、

旧
会
社
の
資
本
が
株
主
へ
の
特

一
九
年
三
月
か
ら
二

O
年
七
月
ま
で
に
一
二

O
五
の

紡
績
企
業
（
紡
績
・
織
布
兼
営
を
も
含
む
〉
と
七
六
の
織
布
企
業
が
こ
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
再
構
成
さ
れ
た
の
で
私
的
（
表
9
〉
。

ピ

l
ク
は
二

O
年
三
月
で
、
こ
の
と
き
は
一
、

0
0
0錘
当
り
の
平
均
価
格
は
一
九
年
の
て
四

0
0ポ
ン
ド
、
二

O
年
半
の
二
、

二
五

0
ポ
ン
ド
に
対
し
て
四
、

0
0
0ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

一
九
年
三
月
一
日
か
ら
二

O
年
七
月
一
一
一
一
日
ま
で
に
紡
績
部
門
の
四
六
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表9

%
は
こ
の
よ
う
に
し
て
再
編
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
こ
の
財
政
的
再
編
色
ロ
曲
干

n
E
B
O
H
m白
ロ
広
三
宮
口
）
は
主
に
ア
メ
リ
カ
楠
区
で
お
こ
っ
て
い
る
（
ア
メ
リ
カ
楠
区

一
一
・
四
百
万
錘
、

エ
ジ
プ
ト
棉
区
三
・
九
百
万
錘
、

両
棉
区
か
不
明
五
・
一
百
万

錘〉。付
こ
の
資
本
の
増
加
は
株
式
資
本
（
一
般
に
額
面
一
ポ
ン
ド
株
に
対
し
て
、

リ
ン
グ
払
込
〉
の
増
加
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
貸
付
資
本
Q
O曲目

g
－z－
〉
の
増
加
に
一O
シ

よ
っ
て
も
賄
わ
れ
て
い
る
。
再
建
さ
れ
た
企
業
の
総
貸
付
資
本
は
五
倍
に
増
加
じ
た
と

• Jlt,11・•＞＜I unknr,wn. 

見
積
ら
れ
て
い
る
。

貸
付
資
本
の
利
子
は
、

戦
前
は
所
得
税
込
み
で

Q
叩

g
E
n
o
s
m
g
H）
五
%
で
あ
っ

た
が
、
ブ
l
ム
後
は
所
得
税
と
は
別
に
（
P
2
0同

5
8
5巾

g
M）
五
%
と
な
っ
た
た

め
に
、
所
得
税
が
ポ
ン
ド
当
り
六
シ
リ
ン
グ
の
と
き
の
利
子
は
七
%
以
上
に
、
四
シ
リ

ン
グ
の
と
き
に
六
%
以
上
に
な
る
。
従
っ
て
そ
の
分
だ
け
利
子
賦
課
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
リ
キ
ャ
ピ
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
は
減
価
償
却
を
増
大
さ
せ
、

保
険
手
数
料
を
も
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
資
産
の
帳
簿
価
格
の
引
下
げ
が
な
さ
れ
る
以
前
に
ス
ラ
ン
プ
が
始
ま
り
、

、
利
子
負
担
が
増
加
す
る
一
方
、
配
当
は
減
少
し
、
多
く
の
場
合
完
全
に
消
滅
し
た
の
で

あ
る
。
ス
ラ
ン
プ
が
一
層
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
、

工
場
は
株
主
に
払
込
み
請
求
を
な
し

169 

た
が
、
株
主
に
そ
の
能
力
が
な
く
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
別
の
工
場
か
ら
貸
付
資



本
を
引
き
出
し
て
義
務
を
履
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
、

よ
っ
て
返
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
八
年
ま
で
貸
付
金
は
銀
行
か
ら
の
ま
す
ま
す
増
大
す
る
借
入
に

一
般
に
紡
績
業
が
地
方
で
資
本
を
求
め
る
と
き
は
、

来
請
求
資
本
〈

E
g－－
a

170 

n白
岡
v
－
s－
）
は
確
実
な
準
備
金
と
は
み
な
し
得
な
い
。

付
ブ
l
ム
の
最
も
深
刻
な
結
果
は
、
コ
ス
ト
増
加
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
弱
い
販
売
者
を
造
り
出
し
、
綿
業
の
再
編

を
妨
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貸
付
資
本
と
銀
行
の
当
座
貸
越
に
対
す
る
利
子
負
担
の
た
め
に
、
多
く
の
工
場
で
は
コ
ス
ト
以
下

で
綿
糸
を
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
棉
区
の
商
業
的
立
場
を
一
層
弱
く
し
て
い
る
。

第
二
の
も
っ
と
も
重
要
な
結
果
は
未
払
込
資
本
の
存
在
で
あ
る
。
損
失
を
清
算
し
、
強
力
な
債
権
者
に
支
払
う
た
め
に
未
払
込
資

本
の
請
求
が
可
能
な
限
り
、
紡
績
業
内
部
で
の
結
合
活
動
や
合
同
を
確
実
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
未
請
求
資
本
が
存
在
し
な
か

っ
た
な
ら
、
紡
績
業
は
ス
ラ
ン
・プ
初
期
に
再
編
計
画
を
考
慮
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

E
U
 

を
兼
営
す
る
二
五

O
の
企
業
が
あ
る
。
主
要
な
織
布
都
市
は
．
フ
ラ
ッ
グ
バ

l
ン
、
ボ
ー
ル
ト
ン
、
バ

l
ン
リ
ィ
、

ェ
ン
、
ブ
レ
ス
ト
ン
な
ど
で
あ
る
（
表

m
y
こ
れ
ら
の
都
市
は
過
去
に
お
い
て
特
定
種
類
の
綿
布
の
生
産
に
特
化
し
て
い
た
。

織
機
と
準
備
機
の
最
大
部
分
は
過
去
一

O
年
か
ら
二

O
年
の
聞
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
織
機
の
残
・

織
布

地
理
的
分
布

織
布
企
業
は
凡
そ
九
百
で
、
主
に
北
部
お
よ
び
北
東
部
ラ
ン
ヵ
、
ン
奇

1
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
紡
織

コ
ー
ン
、
ダ
i
ウ

”

nu 

り
四
二
%
は
一
九

O
O年
以
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

設
備
の
効
率

刷

綿

布

の

生

産

は

、

に
は
三
八
・
・一
%
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
の
減
少
の
最
も
重
要
な
原
因
の
一
つ
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
と
日
本
の
コ
ス
ト
差
に

ラ
ン
カ
シ
ャ
！
と
日
本
の
コ
ス
ト
比
較

一
一
一
年
に
比
較
し
て
、
二
四
年
に
は
六
九
・
二
%
に
、
三

O
年

あ
る
。

二
年
の
四
種
類
の
綿
布
の
生
産
を
比
較
し
て
み
る
と
ハ
表
口
）
、

日
本
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
少
く
と
も
ニ

O
Z有
利
で
あ
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る
。
こ
の
差
の
大
部
分
は
日
本
の
低
賃
率
に
よ
り
、
一
部
は
日
本
の
生
産
効
率
の
高
さ

に
よ
る
。
さ
ら
に
、
三
一
年
の
円
の
価
値
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
日
本
は
別
に
一
五
%
ほ

ど
有
利
で
あ
る
。

制
織
布
部
門
に
お
け
る
基
本
的
特
徴
は
生
産
物
の
多
様
性
と
工
場
の

小
規
模
性
で
あ
る
。
ラ
ン
カ

シ
ャ
1
の
織
機
の
三
分
の
こ
は
粗
布
用
織
機
な
E
S
E－

工
場
規
模

•From ＼~・。rull・sCotton 官 rode Dirttl°')・・ 

0
5
6
で、

そ
れ
ら
は
広
範
囲
の
種
類
の
綿
布
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
調
節
可
能
と
さ

一
種
類
の
綿
布
を
織
る
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
織
機
の
数
も
非
常
に
小
さ

れ
て
い
る
。

ぃ
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ

l
ン
で
は
、

工
場
当
り
の
平
均
織
機
教
は
て

O
O九
台
で
一
種
類

の
織
布
当
り
の
平
均
織
機
数
は
五
酢
台
で
あ
る
。

ハ

l
ン
リ
ー
で
は
六

O
台
と
六
五

台、

コ
ー
ン
で
は
四
五

O
台
と
一
八
台
で
あ
る
。

こ
の
工
場
当
り
、
生
産
物
当
り
の
織
機
台
数
の
小
さ
さ
は
設
備
を
も
っ
と
も
経
済
的

に
使
用
す
る
の
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
最
も
経
済
的
な
工
場
規
模
は
二
、
五

O
O台
か

ら
三
、

0
0
0台
規
模
で
、
少
く
と
も
て

O
O
O台
か
ら
こ
、

0
0
0台
以
下
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
工
場
で
は
一
種
類
の
綿
布
を
織
る
の
に
五

O
O台
か

ら
て

O
O
O台
の
織
機
を
使
用
し
て
い
る
。

．フ
ラ
ッ
ク
バ
l
ン
の
工
場
規
模
は
平
均

て

O
O
O台
ち
ょ
っ
と
の
織
機
し
か
も
た
な
い
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の
同
種
の
綿
布
を

生
産
す
る
工
場
は
平
均
二
、
六

O
O台
の
織
機
を
有
し
て
い
る
。
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ま
た
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
綿
布
生
産
が
標
準
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
生
産
コ
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ス
ト
を
節
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

イ
ン
ド
で
売
ら
れ
て
い
る
多
く
の
種
類
の
綿
布
を
一
種
類
の
標
準
綿
布
で
カ
バ
ー
さ

せ
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
何
万
種
類
と
い
う
数
を
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。

『イギリス綿業報告』をとおして見t-::1930年前後のイギリス綿業

M
W

的
織
布
部
門
で
は
私
的
有
限
責
任
企
業
（
官
－

s
z
z
g
X
a
－－与

5
4
r
B）
と
組
合
営
業
ハ
官
三
5
3
E閉じ

が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
が
不
断
に
変
化
す
る
処
で
は
、
私
的
経
営
者
か
組
合
員
集
団
の
方
が
株
式
会
社
よ
り
も
有
利
の

た
め
で
あ
り
、
技
術
的
能
力
は
あ
つ
で
も
資
金
の
足
り
な
い
人
が
織
機
と
動
力
を
容
易
に
賃
借
り
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

合
同
企
業

帥
紡
織
を
兼
営
す
る
次
の
よ
う
な
合
同
企
業
が
あ
る
。
〉
虫
色
ぬ
曲
目
白
丹
市
色
。
0
2
0
ロ
富
三
回
J
『

E
Z
F
E・
（
資
本
七
・
三
百
万
ポ

一
五
の
紡
織
企
業
）
、

C
S
F
冨
g
E
R
E
S
Z
F
E・
（
資
本
一
・
一
百
万
ポ
ン
ド
、

五
O
O台、

紡
機
二
・
一

織
機
一
、

ン
ド
、

ω
o
S
F
E・
ハ
資
本
三
・
五
百
万
ポ
ン
ド
、

織
機
九
、
二

O
O台、

紡
機
六
二
万
錘
）
、

巴
ロ
比
四
向
日

万
錘
）
、

】

O
曲

V
E
国
o
u
L叩

除

〉同

HFgno－－
F
E・
ハ
織
機
二
、

一
三
五
台
、

紡
機
三
・
六
万
錘
〉
、
の
長
n
o
P
5
8え
〉

E
S
E－S
F
E・
（
織
機
三
、
三
六
二

台
、
ミ
ュ

l
ル
二
ハ
・
二
万
錘
、

リ
ン
グ
四
・
六
万
錘
）
、
円
白
5
2
E
H刊
の
0
3
0ロ
ロ
0
4
0
H白骨』
O
ロ
ピ
仏
・
ハ
三
三
年
六
月
、
紡
機
九
・

三
百
万
錘
、
織
機
二
て

O
四
一
台
〈
紡
機

0
・
五
百
万
錘
に
等
し
い
て
但
し
、
以
後
、
紡
機
を
七
・
二
百
万
錘
に
削
減
〉
。

付
い
く
つ
か
の
垂
直
的
企
業
の
好
結
果
か
ら
、
と
き
と
し
て
、
垂
直
的
組
織
に
は
内
在
的
優
越
性
が
あ
り
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
綿

業
再
編
の
一
つ
の
目
様
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
混
合
企
業
は
外
国
で
は
一
般
的
で
あ
り
、
自
動
織
機
を
使
用
し
て
い

る
国
で
は
紡
織
の
結
合
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
処
で
紡
績
す
配
よ
り
も
紡
績
業
者
か
ら
糸
を
購
入
し
た
方
が

よ
り
安
価
に
糸
を
入
手
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
た
め
に
、
紡
機
を
所
有
す
る
こ
と
は
織
布
企
業
に
と
っ
て
は
不

利
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
紡
織
が
地
理
的
に
分
離
し
て
い
る
た
め
に
、
両
部
門
を
結
合
さ
せ
る
と
い
う
試
み
は
港
大
な
配
置
転
換
を

伴
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
垂
直
的
組
織
へ
の
転
換
が
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
を
利
す
る
と
は
想
定
で
き
な
い
。
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制
加
工
部
門



八
五

O
の
企
業
か
ら
な
る
加
工
部
門
は
漂
白
、
染
色
、
捺
染
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
割
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ

174 

は
内
部
競
争
の
結
果
と
し
て
戦
前
に
形
成
さ
れ
た
合
同
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
漂
白
グ
ル
ー
プ
は
巴
g
n
v
a叱
〉
胡
t

g
a
s－oロ
ハ
六
二
企
業
〉
に
よ
っ
て
、
染
色
グ
ル
ー
プ
は
回
日
仏
向
。
邑

U
U『

R
m．
〉
mmoaaFOロ
ハ
二
七
企
業
）
、
∞
ユ
広
島
の
0
3
0
ロ

曲
足
当
。
。
－
ロ
ヨ
え
〉
mmonstoロ
（
三

O
企
業
）
、
開
お
－

Z
J主
語
；
E
n
o
a
ロ
ヨ
え
〉
E
R
E－oロ
（
大
企
業
）
、
に
よ
っ

て
、
捺
染
は
の
白
Eno
閉ま
E
2叱
〉
gonEHFOロ
ハ
七
四
企
業
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
に
、

各
グ
ル

－
プ
は
価
格
を
固
定
さ
せ
る
た
め
に
十
分
な
数
の
非
合
同
企
業
を
含
む
地
方
組
織
を
設
立
し
て
い
る
。

(7) 

マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ

川
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
取
引
所
（
冨
g
n
F
2
5
m
a乱
開
M
n
z
h
m）
で
売
買
さ
れ
る
綿
糸
の
半
分
は
紡
績
業
者
と
織
布
業
者

に
よ
っ
て
直
接
取
引
さ
れ
る
が
、
残
り
の
半
分
は
一
%
の
手
数
料
（
取
引
を
保
証
す
る
場
合
は
さ
ら
に
一
%
）
で
仕
事
を
す
る
綿
糸

取
次
商
官
官
己
）
の
手
を
通
じ
て
売
買
さ
れ
る
。
こ
の
中
間
商
人
（
B
広色－
m
g
g）
と
し
て
機
能
す
る
取
次
商
の
存
在
が
非
常
に

多
く
の
販
売
カ
の
弱
い
小
規
模
企
業
の
生
存
を
可
能
に
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

川
綿
布
の
売
買
は
三

O
O人
の
取
次
商
、
一
五
八
人
の
圏
内
取
引
に
従
事
す
る
商
人
♀
O
B四件円白色町

B
2
n
r
g
g
吉弘

司

Vo－2
己
申
号
曲
目
ua也
、
七
五

O
人
の
商
人
（
g
g
n
Z
E
－MHO胃
る
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
商
人
の
大
部
分
は
輸
出
業
者

公
E
2お
る
で
あ
り
、
彼
ら
は
一
つ
の
特
定
市
場
に
だ
け
関
与
し
、
そ
の
市
場
が
需
要
す
る
全
種
類
の
綿
布
を
供
給
す
る
こ
と
に
な

る。
凶

す
る
。
荷
物
の
発
送
は
注
文
を
受
け
た
製
品
が
完
成
し
た
の
も
で
、
支
払
条
件
は
六

O
白
か
ら
九

O
日
以
内
で
あ
る
。

マ
l
ケ
ツ
テ
ィ
ン
グ
方
法

ω現
地
市
場
の
商
人
は
外
国
電
報
で
注
文
を
打
電
し
、
輸
出
業
者
は
価
格
に
つ
い
て
逆
に
打
電

イ
ギ
リ
ス
の
商
人
は
現
地
の
小
売
商
は
勿
論
、
問
屋
と
も
接
触
を
も
た
な
い
上
に
、
市
場
の
中
心
地
に
多
量
の
在
庫
品
を
維
持
す



る
こ
と
も
し
な
い
。
競
争
者
が
与
え
る
ほ
ど
の
期
間
に
わ
た
っ
て
信
用
を
与
え
る
こ
と
も
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
商

人
に
あ
ま
り
に
も
港
湾
の
問
屋
に
依
存
さ
せ
、
最
終
消
費
者
の
需
要
の
変
化
を
直
接
知
る
機
会
を
な
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
の
輸
出
業
者
は
商
標
取
引
に
大
き
く
額
っ
て
い
る
が
、
そ
の
商
擦
は
東
洋
の
ラ
イ
バ

ル
に
よ
っ
て
盗
用
さ
れ
て
い
る
。
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判
中
国
市
場

中
国
に
は
二
つ
の
主
要
な
綿
布
配
送
中
心
地
が
あ
る
。
香
港
と
上
海
で
、
前
者
は
中
国
南
部
へ
の
、
後
者
は
中
国

の
残
余
お
よ
び
満
州
へ
の
配
送
中
心
地
を
な
す
。
輸
出
業
者
が
代
表
部
を
も
た
な
い
場
合
は
、
荷
物
は
イ
ギ
リ
ス
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の
輸
入
商
館
に
よ
っ
て
委
託
輸
入
さ
れ
、
そ
し
て
、
小
売
商
に
荷
物
を
配
送
す
る
中
国
人
の
問
屋
に
売
ら
れ
る
。

綿
布
取
引
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
方
法
は
競
売
制
度
（

g
a
g
m
3
8
5〉
で
あ
る
。
現
在
週
一
度
の
競
売
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
売
ら
れ
る
綿
布
は
全
て
無
条
件
で
売
れ
る
よ
う
な
有
名
．
フ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
競
売
で
決
定
さ
れ
た
価
格
は
国
中
の
販
売

価
格
に
直
接
関
係
し
、
各
週
の
競
売
の
願
末
は
中
国
中
に
流
布
さ
れ
る
。

ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
布
の
中
国
で
の
取
引
に
関
わ
る
別
の
特
徴
は
買
弁
制
度
合
0
5胃
邑
0
5
4田
Z
S〉
で
あ
る
。
中
国
人
の
買
弁

は
商
社
と
顧
客
の
聞
の
連
結
環
で
あ
り
、

事
業
を
紹
介
し
、
内
々
の
情
報
を
も
た
ら
す
。
日
本
は
買
弁
を
使
用
し
て
い
な
い
J

〔

U
V

例
日
本
の
方
法
①
日
本
の
成
功
は
価
格
の
低
廉
さ
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
注
意
深
く
計
画
さ
れ
た
販
売
運
動
に
も
よ
っ
て

い
る
。
強
調
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
安
価
な
労
働
で
も
補
助
金
に
よ
る
援
助
で
も
な
く
、
計
画
的
で
統
一
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
。
②
農

産
物
の
価
格
低
下
は
原
住
民
の
購
買
力
を
削
減
し
、
た
め
に
需
要
は
安
価
な
種
類
の
綿
布
に
向
い
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
未

晒
布
や
縞
金
巾
の
よ
う
な
安
価
な
綿
布
は
事
実
上
日
本
が
独
占
し
て
い
る
。
③
こ
う
し
た
安
物
口
聞
が
売
買
さ
れ
る
実
際
の
価
格
（
そ

れ
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
品
の
価
格
よ
り
も
四

O
%も
低
い
）
は
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
損
失
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
こ
と
で
す
ら
疑
わ
し
い
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
間
接
的
な
利
点
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
＠
そ
の
利
点
は
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次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
取
引
が
港
大
に
な
る
こ
と
、
代
表
と
な
る
た
め
に
商
人
が
競
争
す
る
こ
と
で
、
第
一
級
の
サ
l
ヴ
ィ
ス



が
保
証
さ
れ
る
こ
と
、
巨
大
な
輸
入
商
か
ら
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
、
販
売
通
路
を
組
織
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
市
場
で
の
立
場
の
回
復
で
他
に
先
ん
じ
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。
⑤
日
本
の
サ
l
ヴ
ィ
ス
は
極
め
て
効
果
的
で
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あ
る
。
代
理
商
は
広
い
権
力
を
与
え
ら
れ
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
を
な
す
と
、
そ
れ
は
実
行
に
移
さ
れ
て
、
短

時
間
に
市
場
に
も
ど
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
織
布
業
者
は
需
要
と
緊
密
に
接
触
す
る
こ
と
を
確
実
と
さ
れ
て
い
る
。
＠
適
切
な
生

地
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
適
切
な
場
所
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
港
大
な
船
積
み
を
低
コ
ス
ト
で
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
、
重
要
な

注
文
を
速
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

的
可

お
り
、
そ
の
八

O
Mは
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
に
属
し
て
い
る
。
紡
綾
部
門
は
総
計
の
四
九
%
に
当
る
二
四
四
、

0
0
0人
を
占
め
、
内
四

六
O
Mが
女
工
で
あ
る
。

労
働

失
業

的
綿
業
に
は
、
三
三
年
七
月
時
点
で
、

四
九
九
、

九
三

O
人
の
失
業
保
険
加
入
労
働
者

0
5
5
a
d
g同
W
2
6
が

O
Zが
男
工
で
、

織
布
部
門
は
総
計
の
五
一
%
を
占
め
、

内
＝
二
%
が
男
工
で
、

六
九
%
が
女
工
で
あ

る。
制
不
況
期
の
綿
業
の
失
業
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
（
表

u
y
中
で
も
一
八
歳
か
ら
二
四
歳
の
聞
の
失
業
が
最
も
高
く
、
男
工
よ
り

も
女
工
に
と
っ
て
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
三
三
年
七
月
で
、
女
工
八
て
五
九
一
人
と
男
工
四
九
、

八
三
九
人
が
失
業

し
て
い
る
。

料
不
況
の
下
で
操
業
短
縮
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
操
短
の
方
法
は
、
紡
績
部
門
で
は
週
の
う
ち
数
日
間
は
完
全
操
業
で
、

残
り
数
日
間
を
完
全
休
業
と
し
、
紡
績
と
織
布
聞
の
準
備
工
程
〈
ピ
l
ミ
ン
グ
・
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
は
半
日
操
業
で
、
織
布
部
門

で
は
、
週
四
八
時
間
操
業
を
維
持
す
る
か
全
く
操
業
し
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
織
工
当
り
の
受
持
ち
織
機
台
数
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
生
産
高
を
削
減
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
完
全
就
業
の
や
り
方
は
、
既
婚
女
性
を
多
く
雇
用
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ



表 12 tJ.K. • PERCENTAGE OF Rl:c1STERED CoτTON OPERATIVES UNEMPLOYED 192・1-1933

March Jane S.:ptcmlx:r Dccomb<r 

E11im剖ed
', No.。f
insu『吋 U問＇；：：；：•町y吋 i~~；司ari吋ly ・ro凶

1.in:;:~~cd i~~.：；。p問i町r~；
To1al 、Yholzcd i~口np町。、；·。~~~ 1'01al 、、hollγ，、，di・引..~~”p；~；·マ·~ ....... 1 

‘z。11011 Cnempl l'11<1npl• 

。阿••J国yl~目
・4・

192! .':i6宮，3以』 一 一 15.! 一 一 15.2 一 u.o 一 一 ;.c』

1923 • 576,720 1.2 一 一 8.7 一 一 lU.2 一 一 G.i 
102G 510.100 8.U 6.0 9.6 3,6 21.+ 宮5.0 +.U 20.2 宮＋.2 +.l 0.1 J:J.2 
1927 . 570,llU 2.7 8.雷 5.9 2./.i +./l 7.U 2.9 0.2 0.1 3.3 6.1 10.0 
102S 553,970 ・ 8.6 5.6 9.2 +.a 8.+ 12.0 ll.9 8.+ 1-l.3 i.i.8 5.8 11.l 
1020 35+,700 -l.9 6.0 11.5 6.1 1.6 13.7 6.9 5.帽 12.7 7.S 7.1 U.+ 
1030 56+,UOO 11.0・ 10.l 27.l 15.0‘ 宮0.3 42.2 宮0.5 23.0 U.4 宮』.1 宮Z.1 47.! 
1931 ・550,110 24.7 11.S 86.5 25.3 1畠.s 30.6 26.7 17.9 44.6 21.3 6.1 27.4 
1032 517,050 17.l 0.8 23A 16:0 1品.<i 30.4, 17.0 14.9 82.8 15.9 1.4 2:J.3 
1933 ・』90,030 15.S lU.7 26.0 15./.i 8.S 2+.S U.4 7.9 22.3 1S.O 0.1 10.7 

• -Crrat Drii,in and .Xoriher”Ireland, 

h
h
h
h
H
 

‘ , 
’ .. 

．
 

終日一濯
K
E
恥
』
、

Q
巡
円
程
川
守

O
同
町
門
川
幅
削
町

νJ惜
明
日
刊
制
『
継
続
絡
事
k
z
h帝
』
、
』



INTERNATIONAL Co~IPARISO父 bF Coπ0苅 SPINNINGLABOUR. 

Co~. 1933 {FOR 40・s)
表13 

Noof W‘吋·~·；：： 官百R四r回；~・pc"t lndc1t 

w，、暗内定目・＂‘rr 、時rkcrs w・.:i・.r・ ~w:r: 。刷nll)" zー~~.：d酬t叫岬 Sp’l・・叫。。..。st ＇·背，；~d~陣Cl。 0・，pan－・∞｝

f s. d. d。~ s. d. Bales• f s. d. 
U.S.A. ． ． 11 0 3.-t l 3 9 2.畠 1 8 876 
British India ． ． 10 8 15.0 8 9 0 宮... 8 10 5 宮似3
Netherlands ． ． 1 9 0 5.5 7 17 9 2.8 8 8 4 25畠

::~::;fand 
． ． 宮 0 3 -l.O 7 7 6 2.3 8 4 4 宮:i8
． ． l 8 8 3.0 7 3 5 2 .. 3 8 2 8 230 

Fr.ince ． l 4 11 5.5 6 15 2 宮．畠 2 16 4 208 
G町many • • ． 1 6 7 ... 5 5 10 "10 2.3 2 12 0 192 

~：民＇1.i由1。v;kia • 
． l 2 'I 5.5 G 8 11 2.4 2 11 7 101 
． l O 6 5.5 5 12 10 宮.3 2 8 11 181 

China ． ． ． 7 7 8.0 3 7 5 2.8 l 4 2 80 
Japan ． ． ． 11 0 G.l 3 I:! 6 2.7 1 7 1 100 

• •ou lbs. 
t Con¥'<rlcd from yen副 mintpar. 

さ
っ
て
、
綿
業
に
労
働
力
を
滞
留
せ
し
め
、
必
要
以
上
に
労
働
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者
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る。

川
労
働
組
合
二
六
年
に
は
三
六
六
、
五
九
二
人
の
会
員

を
有
す
る
一
七
二
の
組
合
が
あ
り
、
三
三
年
で
は
二
七
て
八

五
八
人
、
一
七
八
組
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
は
地
方

的
組
織
で
、
異
種
部
門
間
で
の
調
整
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な

L、。
刷

所

得

ω男
工
六
八
、
七
七
二
人
、
女
工
＝
二
、
九

九
二
人
を
雇
う
大
企
業
に
お
け
る
一
一
一
一
年
一

O
月
の
平
均
賃
金

は
男
工
四
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
で
、
女
工
二
七
シ
リ
ン
グ

ペ
ン
ス
で
あ
る
が
、
二
四
年
の
大
企
業
に
お
け
る
平
均
賃
金
は

男
工
四
七
シ
リ
ン
グ
、
女
工
二
八
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
で
あ
っ

た
。
操
短
増
率
と
賃
金
率
低
下
に
よ
っ
て
所
得
は
減
少
し
た
こ

と
に
な
る
が
、
実
質
週
所
得
は
生
計
費
の
低
下
の
た
め
に
逆
に

男
工
で
六
・
五
%
、
女
工
で
七
・
二
%
高
く
な
っ
て
い
る
。

帥
賃
金
の
国
際
比
較
職
工
当
り
平
均
週
賃
金
が
最
高
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
、
二
位
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
（
表
日
）
。
賃
率
の

て

0
0
0

最
低
な
の
は
中
国
と
イ
ン
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
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表14 LAOOU民 RE~UIRED IN MILL wmcn CHANCED 

間 O)tM u w  S1・1NN1xo To H1on-DRA円 SPJNNINO

Old Systrm New System 

Mal四 Fcmal回 Males Fcmalロ

Card Room 20 115 20 83 

s~trJ:‘frrR~m • 
)5(1 一 • 122 s 10 5 10 l 

T。bl. ． ． 店以3 2』0

錘
当
の
賃
金
は
、
職
工
の
不
効
率
の
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
を
除
く
と
イ
ン
ド
が
最
高
と

な
っ
て
い
る
。

一、

0
0
0錘
当
り
職
工
数
か
ら
み
る
と
、
米
英
の
職
工
が
最
も
効
率

的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

(iv) 

技
術
的
失
業
と
過
剰
労
働

的
ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
（
E
m
r
同
町
民
同
）
紡
績
の
導

入

こ
れ
が
大
規
模
に
導
入
さ
れ
て
、
既
成
の
ロ

l

・
ド
ラ
フ
ト
ハ
－
0
4
司
【
町
民
同
）
紡
績

に
と
っ
て
代
わ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、

ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
の
導
入
は
職
工
総
数
の
減

少
と
労
働
の
性
格
の
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ミ
ュ

l
ル
工
場
で

は
男
工
と
女
工
の
数
は
略
等
し
く
、
リ
ン
グ
工
場
で
は
女
王
が
支
配
的
で
あ
る
の
で
、

ミュ

l
ル
工
場
の
男
工
は
、
ミ
ュ

l
ル
紡
機
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
に
よ
っ
て
ハ
イ
・
ド
ラ

フ
ト
に
転
換
さ
れ
た
場
合
、
過
剰
と
な
り
、
し
か
も
、
女
工
に
対
す
る
特
別
需
要
も
解

職
さ
れ
た
数
よ
り
少
な
い
こ
と
に
な
る
（
表
H
Y
他
方
、
最
初
の
ミ
且

I
ル
に
ハ
イ
・

ド
ラ
フ
ト
を
応
用
す
る
場
合
と
、

ロ
l
・
ド
ラ
フ
ト
・
リ
ン
グ
工
場
に
ハ
イ
・
ド
ラ
フ

ト
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
唯
一
の
多
要
な
変
化
は
硫
棉
室
の
女
工
の
数
が
減
少
す
る

だ
け
で
あ
ろ
う
。

帥
高
速
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ウ
ォ

l
ピ
ン
グ
機
の
設
置

働
削
減
が
結
果
さ
れ
る
。

付
織
布
工
当
り
受
持
織
機
台
数
増
加
ハ
R
B
o
g
－0
0
8

官
同
調

g
gヘ
回
可
朗
丹
市
ヨ
）

こ
れ
に
よ
っ
て
も
労

179 

こ
れ
は
前
二
者
よ
り
も
も
っ
と
深
刻
な
労
働
過
剰
を
ひ
き
お
こ
す
。

て
二
五
O
台
の
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織
機
を
有
す
る
織
布
工
場
の
場
合
、
受
持
台
数
が
四
台
か
ら
八
台
に
変
っ
た
こ
と
に
よ

180 

っ
て
、
職
工
数
は
一
一
二
八
人
か
ら
一
二
九
人
に
減
少
し
て
い
る
ハ
表
U
Y
ま
た
、
パ
ー

ン
リ

l
地
方
で
は
、

四
台
受
持
体
制
下
に
あ
る
三
万
台
の
織
機
に
要
す
る
労
働
者
は

八
台
受
持
体
制
下
で
は
五
、
二

O
O人
と
見
積
ら

七
、
七

O
O人
と
見
積
ら
れ
る
が
、

れ
、
三
二
・
五
%
が
過
剰
に
な
っ
た
勘
定
で
あ
る
。

的
自
動
織
機
の
導
入
現
在
ま
で
の
処
自
動
織
機
の
採
用
は
少
な
い
が
、
将
来
、
織

布
の
規
格
化
や
金
融
の
使
の
増
大
に
つ
れ
て
、
そ
の
採
用
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
四
台
受
持
体
制
で
＝
二
八
人
の
労
働
者
を
必
要
と
し
て
い
る
あ
る
工
場

は
自
働
織
畿
体
制
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
一
四
人
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

分
だ
け
労
働
過
剰
と
な
る
〈
表
時
三

的
過
剰
設
備
の
廃
棄

れ
て
い
る
の
で
、

一
四
百
万
錘
の
紡
機
と
一
五
万
台
の
織
機
が
過
剰
と
考
え
ら

こ
れ
ら
の
廃
棄
に
よ
っ
て
、

技
術
的
変
化
を
考
庖
外
に
置
く
と
し

て
も
、
紡
績
部
門
で
五
万
人
、
織
布
部
門
で
四
万
人
、
都
合
九
万
人
の
労
働
者
が
過
剰

と
な
る
。

受
持
織
機
台
数
増
加
協
定
三
二
年
一
二
月
に
、
従
来
の
受
持
織
機
台
数
体
制

に
代
っ
て
、
織
機
台
数
を
増
加
す
る
協
定
ハ

a
g
。z
－oog曲
官
同
省

g話
同

3
a
H
S，

(v) 
自
由
ロ
同
〉
が
労
使
の
代
表
者
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
①
標
準
綿
布
用
織
機
六
台
を
受
け
持
っ
て
四
八
時
間
労
働
し
た
場
合
、
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平
均
的
能
力
の
織
工
は
週
四
一
シ
リ
ン
グ
を
稼
ぐ
こ
と
が
新
体
制
の
下
で
可
能
と
な

る
。
②
新
体
制
の
下
で
四
台
以
下
の
織
機
し
か
受
け
持
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、
織
工
は

lH 

週
二
八
シ
リ
ン
グ
を
下
ら
な
い
最
低
賃
金
ハ
お
丹
市
三
宮
町
謡
曲
閃
冊
）
を
保
証
さ
れ
る
。
③

操
業
時
聞
は
週
四
七
・
五
時
間
と
し
、
新
体
制
で
操
業
し
て
い
る
工
場
の
総
織
機
の
最

高
二

O
Mま
で
が
常
時
六
台
以
下
し
か
運
転
し
て
い
な
い
織
工
に
運
転
せ
し
め
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
掃
除
や
織
布
運
搬
の
た
め
に
補
助
労
働
が
使
用
さ
れ
る
が
、
織
工
は

318 

自
分
の
竣
受
け
と
軸
を
掃
除
す
る
。
④
新
制
度
の
賃
金
表
の
基
礎
は
一

O
万
打
当
り
一

シ
リ
ン
グ
五
・
五
ペ
ン
ス
と
す
る
。
⑤
織
機
の
速
度
は
四
台
体
制
時
の
普
通
の
速
度
よ

り
七
・
五
な
い
し
一

O
M削
減
さ
れ
る
。

設
備

《ヨ
効
率
が
低
下
し
て
い
る
。
修
理
の
手
抜
き
は
一
部
は
資
本
不
足
と
、

修
繕
と
交
換

現
存
す
る
多
く
の
機
械
は
分
解
修
理
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、

一
部
は
操
業
費
を

最
低
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
か
ら
き
て
い
る
。
し
か
し
、
修
理
に
は
新
し
い
資
本
を
必

要
と
し
、

新
し
い
資
本
は
操
業
が
収
益
性
あ
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
調
達
で
き
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
効
率
の
よ
い
設
備
が
な
け
れ
ば
収
益
性
は
上
ら
な
い
、
と
い
う
状
態

に
綿
業
は
陥
っ
て
い
る
。

川
技
術
的
進
歩
的
リ
ン
グ
紡
機
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
は
殆
ん
ど
ミ
ュ
l
ル
紡
機
を

使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
他
国
で
は
リ
ン
グ
紡
機
が
支
配
的
で
あ
る
。
リ
ン
グ
に

181 



対
す
る
主
な
反
対
は
、
そ
れ
は
低
番
手
糸
の
紡
出
に
し
か
ら
適
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
J

最
近
の
技
術
進
歩
は
リ
ン
グ
で

182 

も
ミ
ュ

l
ル
で
紡
出
す
る
と
殆
ん
ど
同
じ
糸
を
紡
出
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ン
グ
は
、
専
ら
女
工
の
み
で
操
作
で
き
る
の
で
、
ミ
ュ

I
ル
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
運
転
で
き
る
。
そ
の
上
に
、
リ
ン
グ

’

は
は
る
か
に
小
さ
な
床
面
積
で
済
む
し
、
ミ
ュ

l
ル
よ
り
三
分
の
一
生
産
性
が
高
い
。

リ
ン
グ
を
大
規
模
に
導
入
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
一
つ
の
要
因
は
ミ
ュ

l
ル
か
ら
リ
ン
グ
へ
の
転
換
は
紡
織
聞
の
中
間
工
程
の

配
置
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
を
必
然
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
工
程
は
紡
績
工
場
と
織
布
工

場
で
同
様
に
行
わ
れ
・て
い
る
が
、
リ
ン
グ
で
紡
出
さ
れ
た
た
て
糸
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
ピ
l
ミ
ン

グ
が
紡
績
工
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
輸
送
費
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
棉
区
で
の
コ
ス
ト
低
下
の
緊
要
性
か
ら

し
て
、
大
規
模
な
リ
ン
グ
へ
の
転
換
の
た
め
の
融
資
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

制
ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
紡
機

る。

イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
工
場
は
極
め
て
少
い
が
、
外
国
で
は
大
幅
に
導
入
さ
れ
て
い

イ
ギ
リ
ス
で
一
般
的
な
ロ

l

・
ド
ラ
フ
ト
は
、
硫
棉
室
で
の
賦
課
を
三
倍
に
す
る
の
で
、
費
用
の
重
む
も
の
で
あ
り
、

に
、
減
価
償
却
費
、
利
子
、
床
面
積
も
ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
よ
り
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら

り
も
リ
ン
グ
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
が
ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
を
採
用
し
な
い
主
な
理
由
は
、

リ
ン
グ
工
場
ほ
ど
満
足
の
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ミ
ュ

l

ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
が
ミ
ュ

l
ル
に
よ

ル
工
場
で
も
ハ
イ
・
ド
ラ
フ
ト
を
採
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

織
布
と
紡
績
の
専
業
化
、
二
交
代
、
三
交
代
制
操
業
の
困
難
性
、
高
い
資
本
コ
ス
ト
の
た
め
に
、
自
働
織
機
は
ラ

ン
カ
シ
ャ
ー
で
は
一
般
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

付
自
働
織
機

実
験
の
結
果
、
自
働
織
機
は
コ
ス
ト
削
減
を
可
能
に
し
、
二
交
代
操
業
な
ら
な
お
一
層
有
利
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
、

よ
り
上
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質
の
糸
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
も
、
普
通
織
機
の

場
合
よ
り
も
均
質
度
の
高
い
糸
を
必
要
と
し
、
織
布
工
場
の
よ

り
科
学
的
統
制
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
現
在
の
工
場
で
は
柱

の
間
隔
が
狭
す
ぎ
る
た
め
に
、
自
働
織
機
を
導
入
で
き
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
働
織
機
の
採
用
は
現
在
の
労
賃
支
払
方
法
、
そ

の
変
更
と
大
き
く
か
か
わ
り
、
織
機
受
持
台
数
増
加
協
定
と
も

か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
、
労
働
組
合
と
の
共
同
討
議
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

…出

繊
維
機
械
工
業

的
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
将
来
は
設
備
の

効
率
化
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
設
備
を
最
大
限
有
効
に
維
持
す

る
た
め
に
は
綿
業
、
繊
維
機
械
製
造
業
者
、
金
融
三
者
聞
の
緊

密
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
二
者
の
関
係
は
偶
然

な
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
海
外
の
競
争
者
は

し
ば
し
ば
真
先
き
に
技
術
改
良
か
ら
利
益
を
得
て
き
て
い
る
の

に
、
輸
出
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
機
械
メ
ー
カ
ー
と
世
界
中

の
能
力
を
阻
止
す
る
こ
と
に
熱
心
な
紡
織
業
者
と
の
異
な
っ
た

183 

利
害
を
調
停
す
る
努
力
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は



繊
維
機
械
メ
ー
カ
ー
の
失
敗
よ
り
は
む
し
ろ
綿
業
の
失
敗
で
あ
づ
た
と
い
え
る
が
、
今
で
は
生
産
縮
小
が
繊
維
機
械
工
業
で
も
お
こ

っ
て
い
る
。

184 

伸
繊
維
機
械
メ
ー
カ
ー
の
合
同
企
業
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
盟
主
仲
回
同
三
宮
崎
m
h
w
n
o－－〉
E
T
w
g
h
w
n
o－－
u
o
v
m
g
h
w

切と－
odF

』

orロ
国
s
r
a
s
m
gロ
h
r
ω
oロ
♂
出
0
4司
帽

a
h
w
切
ロ
ロ
o
g
m
y
回

Hoo－
a
除

。
O
M
S
J
吋
4
司

2仏
曲
目

g
h
w
ω
g色
町
可
・

付
二
四
年
の
繊
維
機
械
の
輸
出
は
生
産
高
の
五
六
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
一
一

O
年
に
は
六
七
%
で
あ
る
が
、
生
産
が
一
六
・
八
百

万
ポ
ン
ド
か
ら
一
一
・
一
百
万
ポ
．ン
ど
に
減
少
し
て
‘い
る
の
で
、
輸
出
も
減
少
し
て
い
る
ハ
表
U
Y
生
産
減
の
主
な
原
因
は
圏
内
需

要
の
減
少
に
あ
る
が
、
輸
出
の
低
下
も
重
大
で
あ
る
。
こ
の
輸
出
低
下
は
大
き
く
日
本
の
競
争
に
原
因
し
て
し
九
問
。
た
と
え
ば
、
三

二
年
、

日
本
の
新
し
い
織
機
は
ボ
ン
ベ
イ
の
運
賃
保
険
料
込
値
段
で
一
台
当
り
一
一
な
い
し
一
二
ポ
ン
ド
で
イ
ン
ド
に
輸
出
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
半
値
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
は
イ
ン
ド
の
織
機
付
属
品
市
場
を
も
把
揮
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
が

提
示
で
き
る
価
格
の
半
分
以
下
で
こ
れ
ら
の
製
品
を
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
イ
ン

y
は
イ
ギ
リ
ス
の
繊
維
機
械
貿
易
の
最
大
の
市
場

と
な
っ
て
い
る
。

1[ 

以
上
の
「
調
査
」
・
を
踏
ま
え
て
、
『
P
E
P
報
告
』
は
、

第
I
部
の
「
序
文
」
で
、

金
と
労
働
条
件
の
協
定
の
四
点
を
さ
し
あ
た
り
の
主
要
な
着
手
点
と
し
、

以
下
の
よ
う
な
結
論
と
見
と
お
し
を
呈
示
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
問
題
と
日
本
の
競
争
の
問
題
と
二
段
に
分
け
て
み
る
。

前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
紡
績
部
門
で
の
価
格
切
下
げ
、
過
剰
設
備
の
廃
棄
、
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
改
善
、
賃

最
終
ゴ

l
ル
と
し
て
の
理
想
的
な
解
決
を
次
の
よ
う
に

み
る
。



マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
設
立

マ
l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
最
早
や
個
々
の
商
社
に
委
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、

マ
l
ケ
ッ
テ

ィ
ン
グ
会
社
に
委
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
製
品
を
事
実
上
独
占
し
、
大
量
購
入
、
大
量
販
売
に
よ
っ
て
、

自
立
し
た
利
潤
追
求
会
社
ハ
恒
三
g
O
B
O
E
M
U
S
E－
B
島
E
m
8
2
2ろ
と
し
て
運
営
さ
れ
る
。
会
社
は
見
積
り
で
生
産
を
割
り
当

て
、
通
貨
状
態
、
競
争
価
格
、
将
来
の
動
向
な
ど
に
関
し
て
生
産
者
と
緊
密
な
接
触
を
保
つ
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
当
会
社
は
、
現

地
の
商
人
に
直
接
販
売
す
る
責
任
を
も
ち
、
倉
庫
や
遠
隔
地
に
事
務
所
を
置
き
、
旅
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
雇
う
代
理
店
や
代
表
を
主
要

業綿スギJ
1
 

の後前年Au 
na 
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た見てしおル』を
自
H
d告

紡

績

部

門

の

理

想

的

組

織

は

大

規

模

な

合

同

で

あ

る

。

報業

ア

メ

リ

カ

棉

区

で

は

、

合

同

は

依

然

と

し

て

か

か

い

（

gay四
日
る
で
あ
る
。
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
で

綿一
一
は
、
大
規
模
組
織
が
管
理
支
配
の
科
学
を
学
び
と
っ
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
大
規
模
組
織
に
対
す
偏
見
が
克
服

－
暢

ベ
ー
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
規
模
経
営
の
効
果
的
能
力
と
経
済
性
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
種
の
規
模
の
合
同
は
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
生
産
能
力
を
予
想
さ
れ
る
需
要
と
一
致
さ
せ
、
全
て
の
過
剰
設
備
を
削
減
す
る
こ
と
は
理
想
的
解
決
の
核
心
で
あ
る

市
場
に
配
置
す
る
。

ラ
ン
カ
シ
ャ

l
は
最
も
高
度
な
技
術
的
効
果
と
、
現
在
の
無
秩
序
な
内
部
競
争
に
代
っ
て
、
計
画
的
な
生

川
計
画
的
な
生
産
政
策

産
政
策
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
次
の
三
点
が
基
本
と
な
る
。
①
高
質
区
と
ア
メ
リ
カ
棉
区
の
再
分
割
と
、
低
番
手

紡
績
工
場
と
粗
布
織
布
工
場
が
高
質
区
に
無
統
制
に
侵
入
す
る
こ
と
を
終
ら
せ
る
こ
と
。
②
低
級
品
の
生
産
減
を
埋
め
合
わ
せ
る
た

め
に
、
高
質
口
問
、
レ
ー
ヨ
ン
交
織
、
新
種
の
織
布
の
生
産
を
強
力
に
刺
激
す
る
こ
と
。
こ
の
基
本
点
は
新
種
の
織
布
や
加
工
品
に
対

す
る
強
力
な
研
究
計
画
と
結
び
つ
き
、
高
質
口
問
の
生
産
や
安
価
な
製
品
で
も
高
級
な
意
匠
の
生
産
で
常
に
日
本
に
先
ん
じ
る
こ
と
に

日
本
の
競
争
と
対
抗
す
る
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
③
高
度
に
特
殊
化
さ
れ
た
製
品
で
事
業
を
営
む
た
め
の
本

よ
っ
て
、

質
的
基
礎
と
し
て
、
規
模
は
収
縮
は
す
る
が
健
全
な
事
業
を
再
建
す
る
こ
と
。

側
構
造
再
編
的
紡
績
部
門

エ
ジ
プ
ト
棉
区
で
は
こ
れ
は
か
な
り
の

程
度
ま
で
達
成
さ
れ
て
い
る
が
、

185 



が
、
過
剰
設
備
の
処
理
の
最
良
の
道
は
合
同
に
よ
っ
て
確
実
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

帥
織
布
部
門
個
々
の
工
場
の
規
模
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
的
グ
ル
ー
プ
化
や
同
種
の
生
産
物
を
生
産
す
る
工
場
の
合

同
も
当
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
織
布
部
門
全
体
か
ら
な
る

p
o仏ロ
8
同
尺
〉

gon目
白
神
戸

O
ロ
を
通
し
て
な
さ
れ
る
の
が
よ
い
。

付
垂
直
的
企
業
こ
れ
の
多
く
は
最
も
古
い
会
社
に
属
し
、
紡
績
業
者
が
織
機
を
併
置
す
る
よ
り
は
織
布
業
者
が
紡
機
を
併
置
す

〈

幻

〉

る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
紡
機
に
接
続
さ
れ
た
織
機
の
数
は
か
な
り
小
さ
い
。
こ
の
垂
直
的
企
業
は
紡
績
、
織
布
専

業
よ
り
か
な
り
経
営
的
に
良
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
理
由
は
常
に
独
自
の
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
開
発
し
て
き
た
こ
と
に
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あ
る
と
見
る
。

垂
直
的
組
織
に
は
基
本
的
に
反
対
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
点
を
あ
げ
る
。
第
一
に
、
紡
績
は
標
準
化
さ
れ
た
作
業
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
織
布
は
個
別
的
作
業
で
あ
り
、

一
O
万
か
ら
一
五
万
錘
の
紡
績
工
場
は
理
想
的
に
は
六
種
類
以
上
の
番
手
の
綿
糸

を
生
産
す
る
こ
と
は
な
い
の
に
対
し
て
、
一
千
台
の
織
布
工
場
は
非
常
に
多
様
な
綿
布
を
織
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
ラ
ン
カ
シ

ャ
l
は
地
理
的
に
機
能
分
化
し
て
い
る
の
で
、
た
と
え
こ
の
歴
史
的
伝
統
を
無
視
し
え
て
も
、
そ
れ
を
変
え
る
資
本
コ
ス
ト
は
無
視

し
え
な
い
。日

本
の
競
争
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
商
業
活
動
の
中
で
最
も
多
く
の
注
意
を
惹
き
つ
け
た
の
は
日
本
の
競
争
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
に
関
し
て
、
日
本
と
の
全
て
の
貿
易
関
係
の
破
棄
、
帝
国
へ
の
日
本
ロ
聞
の
参
入
禁
止
、
将
来
の
事
態
に
つ
い
て
世
界
中
へ
の
警

(2) 
告
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
帝
国
向
け
イ
ギ
リ
ス
の
綿
品
輸
出
は
総
綿
品
輸
出
の
五

O
Zで
あ
る
こ
と
、
帝
国
へ

の
日
本
日
間
の
輸
入
禁
止
は
イ
ン
ド
の
棉
花
生
産
者
の
事
態
や
中
立
市
場
で
の
一
層
の
日
本
の
競
争
強
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
英
日
貿
易
関
係
の
混
乱
は
政
治
的
に
悪
影
響
を
惹
き
お
こ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、
右
の
処
置
は
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

す
る
。



そ
し
て
、

日
本
の
競
争
に
関
し
て
政
策
を
定
立
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
三
つ
の
基
本
点
を
提
示
す
る
。
第
一
に
、
関
税
は
長

期
的
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
本
質
的
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
構
造
と
技
術
に
つ
い
て
日
本
よ
り
も

す
ぐ
れ
た
内
的
再
編
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
貿
易
条
件
の
改
善
と
同
様
に
、
生
産
物
の
改

『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス綿業

良
、
生
産
費
お
よ
び
設
備
の
資
本
コ
ス
ト
の
削
減
が
全
産
業
の
生
命
で
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
が
継
続
し
て
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

、

ぃ
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
貿
易
商
標
や
意
匠
の
模
倣
に
み
ら
れ
る
よ
う
に、

ロ国広
O
ロ
）
で
あ
る
の
で
、

日
本
人
は
基
本
的
に
模
倣
国
民

csxazm

こ
の
動
き
に
常
に
遅
れ
を
と
る
に
ち
が
い
な
い
。
幸
い
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
は
世
界
最
良
の
繊
維
機
械
工
業
を

有
し
、
そ
の
技
術
陣
は
高
度
に
訓
練
さ
れ
、
独
創
性
を
有
し
て
い
る
の
で
、

日
本
の
先
き
を
行
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
綿

業
の
構
造
が
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
。
第
三
に
、
－
フ
ン
カ
シ
ャ

l
の
再
編
は
絶
望
的
な
ほ
ど
緊
急
で
あ
る
の
に
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
体

質
は
変
化
を
歓
迎
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
再
編
に
は
時
聞
が
．か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
狼
は
戸
口
に

来
て
い
る
の
で
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
を
再
編
す
る
問
、
日
本
と
の
何
ら
か
の
協
定
が
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

。

注（
1
）
当
『
P
E
P
報
告
』
の
閲
覧
は
偏
に

v
h
g
n
r
g
Z『
C
2
2
2ミ
の
り
『
・0
・〉
・
3
2ぽ
の
好
意
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
同
博
士
か
ら
は
、
開
S
R
F
Z凹

MMgrzo『
巧
－

z・。
z－2
2
と
共
に
、
筆
者
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
大
学
滞
在
中
、
多
く
の
研
究
上
の

便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
合
わ
せ
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

〈

2
〉
当
該
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
綿
布
輸
出
高
の
推
移
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
二
、
一
九
七
、
二
、

O
一
ニ
二
、
三
三
年

二、

O
三
一
、
ニ
、

O
九
O
、
三
四
年
一
、
九
九
四
、
二
、
五
七
七
、
三
五
年
一
、
九
四
八
、
二
、
七
二
五
。
単
位
は
百
万
方
ヤ
l
ド
（
谷
口

豊
三
郎
訳
『
ラ
ン
カ
シ
ア
の
歩
ん
だ
道
』
一
九
五
六
年
、

青
泉
社
、
一
七
九
ペ
ー
ジ
付
表
）
。

（3
〉

第
I
部
「
序
言
」
に
つ
い
て
は
あ
と
で
触
れ
る
。

（
4
〉
ニ
四
年
と
三

O
年
の
純
産
出
高
は
、
紡
綴
部
門
で
四
、
六
九
一
、
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一
、
九
六
二
万
ポ
ン
ド
、
織
布
部
門
で
一
ニ
、
六
六
八
、
二
、
二
五
九
万



ポ
ン
ド
、
加
工
部
門
で
二
、
七

O
六
、
て
八
二
二
万
ポ
ゾ
ド
と
な
っ
て
い
る
ハ
ニ
四
ペ
ー
ジ
〉
。

ハ
5
V

詳
細
は
「
労
働
」
の
項
で
述
べ
ら
れ
る
。

ハ
6
〉
南
ア
フ
リ
カ
は
、
ャ
l
ド
当
り
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
を
越
え
な
い
製
品
に
対
し
て
は
、
ラ

γ
カ
シ
ャ

l
品
に
は
従
価
五
%
、
外
国
品
に

は
従
価
一

OVAか
ヤ
l
ド
当
り
一
シ
リ
ン
グ
弘
ベ
ン
ス
か
の
高
い
方
、
一
シ
リ
ソ
グ
一
－
一
ペ
ン
ス
を
越
え
る
製
品
に
対
し
て
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
口
聞

に
は
従
価
一
五
%
、
外
国
品
に
は
従
価
一
五
%
か
ヤ
！
ド
当
り
三
ペ
ン
ス
か
の
高
い
方
を
課
税
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
（
三

0
ペ
ー
ジ
〉
。

（
7
〉
三
三
年
七
月
の
関
税
引
上
の
際
に
は
、
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
九
に
事
実
上
の
帝
国
特
官
邸
を
与
え
て
い
る
ハ
一
一
一

0
ペ
ー
ジ
）
。

（
8
）
中
国
民
族
紡
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
二

0
年
代
の
半
ば
中
国
で
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
直
面
し
て
、
・
在
華
紡
は
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ

カ
、
南
洋
方
面
に
輸
出
す
る
よ
う
努
力
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ハ
高
村
直
助
『
近
代
日
本
綿
業
と
中
国
』
一
九
人
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
四
一
一
一
｜
四
ペ
ー
ジ
〉
。

晶
サ

ハ
9
〉
例
え
ば
、
マ
ラ
ヤ
の
錫
鉱
山
の
世
界
大
恐
慌
期
の
状
態
に
つ
い
て
は
は
山
田
秀
雄
「
世
界
恐
慌
と
植
民
地
的
経
済
構
造
」
（
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
幻
現
代
4

一
九
七
一
年
所
収
）
を
参
照
。

ハ
刊
）
綿
布
輸
出
に
お
い
て
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
最
大
の
競
争
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
最
も
恐
る
べ
き
競
争
者
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
エ
リ
ン
ガ
l
の
予
想
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ハ
切
也
『

E
E
S
ι
E
C伺
『
巴
－

g
宮
F

F宮
号
制
帽
の
O
E宮
E
－
g

F

ロ骨
r刊
の
0
2
0
ロ
吋
『
包
伺
や
』
O
C
『
E
－
。
『
丹

Z
河
ミ
回
一

ω
g
Z
2
Rと

ω
o
n
E予
可
曲
三
H

F

H
由

ωC〉
。
そ
れ
以
前
に
も
既
に
宮
g
n
r
g丹市円

。ES
F
2
0聞
の
o
gヨ
2
8
の
「
年
次
報
告
」
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
、
中
園
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
市
場
に
お
け
る
白
木
の
競
争
が
指
摘
さ
れ
、

ケ
イ
ン
ズ
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
綿
業
の
停
滞
と
は
対
照
的
な
日
本
綿
業
の
躍
進
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る

G
・
冨
・
沢
喜
ロ
司
曲
、
斗
『
何
回
U
S
E
S

O向
子
市
戸
国
ロ

naza
の
O
H
gロ
吋
『
白
色
。
一
寸
Z

Z
白
z
g
h
w
〉円

r
g白
2
5・
〈
o－－念
日明－

Z
O〈－
H
ω

・

S
N
3。
ま
た
、
回
mm

－F
2
委
員

会
も
、
日
本
は
イ
ソ
ド
、
中
園
、
他
の
極
東
の
市
場
で
侮
り
が
い
競
争
者
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
綿
布
は
東
お
よ
び
南
ア
フ
リ
カ
、
中
近

東
、
南
ア
メ
リ
カ
、
オ
1
ス
ト
ラ
レ
イ
シ
ア
で
も
宣
揚
し
て
い
る
と
、
輸
省
鎖
を
な
ら
し
て
い
る
ハ
の
0
5
5
E
2
2
F仏
E
可
司
自

ι
、『

zr・

ωロ
2
4
0『
叶
z
t
F
H
E
5可
子

H由
N
3。
右
の
ケ
イ
ン
ズ
の
論
文
に
刺
激
さ
れ
た
パ
ウ
カ
l
も
ハ
ロ
ア
明
白
ヨ
芯
の
説
に
よ
る
〉
、
極
東
の
失

っ
た
大
市
場
を
奪
回
す
る
に
は
日
本
の
競
争
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
の
厳
し
い
見
方
を
立
て
て
い
る

ハ切・回
O
唱
宮
♂

F
E
n
g
E『
内
ロ
ロ
島
内
『
吾
刊
出
血
ヨ
ヨ
巾
F

H
由
M
タ
前
掲
、
谷
口
訳
本
。
な
お
、
同
窓
と
バ
ウ
カ
l
に
関
し
て
は
、
有
国
図
ニ

「
半
世
紀
後
の
ハ
ン
マ
ー
」
、
『
日
本
紡
績
月
報
』
四
四
二
号
、
一
九
八
三
・
一

O
、
所
収
、
を
多
照
さ
れ
た
い
〉
。
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（
日
〉
こ
れ
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九
三
四
年
四
月
七
日
の
貿
易
調
節
お
よ
び
通
商
ょ
う
ご
法
の
公
布
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ハ
ロ
）
こ
の
点
は
日
本
と
は
き
わ
だ
っ
た
対
照
を
な
し
て
い
る
。

ω
r
s－w
E
J円
。
ロ
尖
ω唱
曲
、
吋
宮
の
円
。
唱
岳
え
の
020ロ
ω三
ロ
ロ
吉
関
白
ロ
ι

〈
a
t
n曲
一
回
目
丹
市
開
『
三
芯
ロ
｜
〉
の
0
3宮『
ωHZoωZι
山、。『

C
－戸、

c・
ω・〉
－－

H
E
g
g品
』
悩
唱
曲
目
｜

U
E
X
o
g
g
r
a
y
F
』
og『
E
－
o問

。oS
3
2
8
2
ι
v白
血

E
問。
g
g
p
〈

O
ケエ－
Z
0・
H
O
n
g
r
2
g
3・

ハ
日
〉
古
い
機
械
を
満
足
い
く
効
率
で
運
転
す
る
に
は
全
く
新
し
い
機
械
を
購
入
し
た
と
同
じ
の
怠
大
な
費
用
が
必
要
と
な
り
、
機
械
と
し
て
は

三
O
年
か
ら
三
五
年
で
更
新
す
る
の
が
裂
し
い
と
言
わ
れ
る

Q
－
mv函
P

玄曲目
E
Zミ
河
喜
一
白
noヨ
g
四
百
円
『
刊
の
o
z
g
j『
『
包
竺
吋
宮

何

noロ
OSFn
』
0
5ロ
白
「
〈
O一－
V

内問、、

H
S。〉・

（M
〉
前
者
の
方
法
は
・
5
E
O忠
良

FOロ
と
呼
ば
れ
、
例
外
的
に
高
い
利
潤
に
も
と

e

つ
い
て
資
本
化
さ
れ
た
新
会
社
を
形
成
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
あ
る
会
社
の
株
式
が
投
機
家
に
よ
っ
て
高
い
価
格
で
購
買
さ
れ
る
も
の
で
、
後
者
の
方
法
は

B
S司
F
E
R
E
S
と
呼
ば
れ
、
新
株
式

（
通
常
は

r
g
g
m
Z
S
C
の
発
行
に
よ
っ
て
株
式
資
本
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
工
場
の
公
称
資
本
価
値
は
高
め

ら
れ
る
。
〈
の
・者
・0
2
E
M
g
ι
？』
2
r
g
吋
Z

F
胡
マ
者

R
u
a
B
2
8
5

再

Z
C
Z
S
F
F円
刊
の
O円四
S
F
E三
ミ
u

』
o
z
E曲一

O『

同r刊
問
。
『
白
戸

ω
g
z
z－n曲一

ωonw同》ご同
ν
白
『
同
ロ
・
同
由
M∞”司－
H叶（）〉・

ハ
日
〉
戦
後
の
プ

1
ム
期
に
著
し
く
内
部
留
保
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
日
本
の
紡
績
業
の
行
動
様
式
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ハ
日
山
）
同
取
引
所
の
会
員
は
戦
後
ブ
l
ム
期
の
一
九
二

O
年
に
一
て
五
三
九
人
と
最
高
を
記
録
し
、
以
後
漸
減
を
た
ど
っ
て
、
三
五
年
に
は

五
、
九
七
九
人
に
低
下
し
て
い
る
。
図
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
糸
製
造
業
開
同
ヨ

ghw
開
口
問
己
師
会
社
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
一
八
五
四
年
か

ら
一
八
七

O
年
ま
で
間
取
引
所
の
会
員
と
な
っ
て
し
る
ハ
0
・〉・司
R
ロ
F
〉
ロ
同
ロ
門
回
冊
以
え
の
oヨ
ヨ
合
同
区
一
〉
2
Z
X『日、
H，Z
玄
2
ロ
Z
Z
E唱

え
号
。
窓
g
n
y
g件。『

MNO苫
一
回
WHnraDm叩

H∞
o
u
l
H
E∞
・
但
し
、
回
ロ
巴

5
8
E
2
0ミ
〈

o－－
M
出

Z
0・
H
掲
蛾
用
の
原
稿
に
よ
る
〉
。

ハ
げ
）
こ
こ
で
は
、
第
五
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
、
第

N
部
「
他
国
に
お
け
る
制
刷
業
」
の
日
本
の
．項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
包

括
的
だ
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
を
紹
介
し
て
お
く
（
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

ハ
凶
〉
こ
の
う
ち
二
八
年
以
来
、
既
に
九
百
万
錘
、
一
五
万
台
が
廃
楽
さ
れ
、
さ
ら
に
、
別
に
ニ
・
二
五
百
万
錘
が
廃
楽
さ
れ
て
い
る
（
九
七
｜

八
ペ
ー
ジ
）
。
三
六
年
の
日
本
の
紡
機
は
一
ニ
・
一
百
万
錘
で
あ
る
か
ら
、
日
本
綿
業
が
完
全
に
消
滅
し
た
勘
定
に
な
る
。

（
山
山
〉
こ
の
貨
皐
は
、
四
台
体
制
の
賃
金
衰
の
男
女
織
工
平
均
賃
金
が
四
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
、
三
台
体
制
で
三
一
シ
リ
ン
グ
一

0
ペ
ン
ス
だ

あ
る
の
と
比
較
す
る
と
、
低
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
六
台
体
制
表
で
支
払
わ
れ
た
平
均
賃
金
は
四
三
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
、
五
台
体
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表18 Sales of .Spinning Frames to Japan by Platt 

Brothers, 1885-1930 

Spi咽，，岨e Sph叫，.，.. Spindla酔 s，，叫’e・e・
1 8 8 5 27,820 1 8 9 7 100.588 1 9 0 9 63,696 1 9 2 1 • • •• • 0 

8 6 I 0.< 8 0 • 8 I 6.6 2 ( I 0 2 3,8 ( 0 22 孟 1(,28。
• 1 37,308 •• I, I I 2 I 1 ‘5.6 64 23 ‘9.5 6 8 

8 8 6.目...I 9 0 0 ( 5, 7 7 6 I 2 I 5 (,0 5 2 .. 39,096 

8 9 .... 1. 0 I 3 2.6 4 0 I 3 278,552 25 75,728 

9. s •.• •• 。2 2 4,2 7 2 
2‘ 3 B.2 S 2 26 7 4.3 8 0 

9 I 768 ・3 23,236 I 5 I 3 6,2 7 2 27 8 3,8 0 0 

9 2 6 5,4 I 6 . ' 5,9 I 2 I 6 2 2 ,.11 6 28 I 9 (,9 8 4 

9 3 II 0.3<0 0 5 103,216 I宮 2 IS、45.
2’ 288,178 

9' I 7 7,0 6 O ．‘ 137.252 I 8 , '・' 8 0 30 2 S.34 4 

• 5 9 S.3 0 8 0 1 206,704 I 9 2.39 2 

•• 289.2G( 。8 94.2 7 6 20 8 •• • 8 8 

N.B. Spindle≪ge of 1885,86,87,88,89,and 94includes spindleage oft mules 

of 23,800,9,408, 14,600, 8,060,2,800 and 44,160 respectirely. ν 

表19 Number of Power Looms manufactured by・ Platt 

Brothers for Japanese custmers , 1895-1926 

Year Numbers Year Numbers Year Numbers 
l 8 9 5 l O 0 l 9 0 6 9 1 9 1 7 4 0 0 

9 6 1 6 0 7 l, 7 6 5 1 8 ー
9 7 ー 0 8 1, 3 1 2 1 9 1 1 6 

9 8 6 2 0 9 3,0 2 8 2 0 ー
9 9 2 6 6 1 0 2.1 3 8 2 1 1 0 

1 9 0 0 5 6 1 1 5 2 7 22 4 0 

0 l 1 1 2 1, 7 1 4 2 3 4 

0 2 1 8 1 3 2,0 3 3 24 4 

0 3 24 1 4 1, 3 8 5 25 ー
0 4 1,2 3 2 1 5 2 5 9 26 2 

0 5 1,8 7 4 1 6 1 8 5 

N. B. Number include the order from technical school, i.e. 1 in 1900, 

l i n’0 1, 2 in ’0 2, 2 in ’03, 1 i n’0 5, 4 i n ’2 3 '4 i n’2 5・

190 



『イギリス綿業報告』をとおして見た1930年前後のイギリス綿業

制
で
は
ご
一
八
シ
リ
ン
グ
一
ペ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
ハ
七
九
ペ
ー
ジ
）
。

〈
却
）
日
本
綿
業
の
発
展
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
宝
白
ヌ

p
a
z
a
h
w
の
0
・
の
日
本
へ
の
繊
維
機
械
の
輸
出
の
推
移
は
、
り
『
・

0
・〉・

明
白
円
三
。
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
表
凶
お
よ
び
表
刊
の
ご
と
く
で
あ
る
。
筆
者
の
求
め
に
対
し
て
、
ブ
レ
ス
ト
ン
の
円
、
曲
ロ
n
g
E『
刊
の
o
zロ
ミ

o
a
n
o
で
の
〉
『
n
r
Z
2
0『
司

Z
Z－
E－

n？
F
O
毛
市
＝
ハ
ロ
ロ
思
山
戸
〉
の
分
析
に
心
良
く
応
じ
て
く
れ
た
同
博
士
に
感
謝
し
た
い
。
勿
論
掲
出
に

際
し
て
の
責
任
は
筆
者
に
あ
る
。

（
削
む
一
般
に
紡
績
会
社
が
織
機
を
併
置
し
て
き
た
日
本
の
場
合
と
は
逆
で
あ
る
。

ハ
一
九
八
三
・
一
一
・
六
脱
稿
）
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